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■新型コロナウイルス感染症は
　他人事ではありません
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　春の穏やかな陽気に包まれた
４月上旬。町内の梨園では、露
地二十世紀梨の交配作業が行わ
れました。（関連記事は20ページ）

立
派
な
梨
に
な
れ
！
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　世界各国で拡大を続ける新型コロナウイルス感染症。
国内も例外ではなく、全国各地で猛威を振るう中、鳥取
県においても、感染者が確認されました。
　４月 17 日には全国に緊急事態宣言が発動されました。
観光はもとより、仕事や帰省であっても特に必要な場合
を除き、県をまたいだ移動をしないよう、また、不要不
急の外出を避けるようお願いします。

町
対
策
本
部
の
設
置

　

町
で
は
、
４
月
７
日
の
国
に
よ

る
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
を
受

け
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
国
の
基
本
的
対
処
方
針

お
よ
び
県
行
動
計
画
に
基
づ
き
、

感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た
的
確
か

つ
迅
速
な
対
応
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

【
役
場
庁
舎
で
の
窓
口
対
応
】

　

対
策
の
一
環
と
し
て
、
町
で
は

業
務
時
間
中
は
▽
窓
口
業
務
お
よ

び
各
家
庭
訪
問
時
の
マ
ス
ク
着
用

▽
庁
舎
内
に
お
け
る
１
日
３
回
以

上
の
換
気
▽
窓
口
へ
の
ビ
ニ
ー
ル

カ
ー
テ
ン
の
設
置
―
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
窓
口
で
の
手
続
き
が
不

要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
可
能
な

限
り
、
電
話
や
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

電
子
メ
ー
ル
な
ど
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

特
設
サ
イ
ト
を
開
設

　

ま
た
併
せ
て
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特

設
サ
イ
ト
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

※本記事は４月 21 日時点
の情報をもとに作成してい
ます。最新の情報は町ホー
ムページをご覧ください。

国
・
県
・
町
が
実
施
し
て
い
る
住

民
や
事
業
者
向
け
の
各
種
支
援
制

度
や
、
町
内
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
の
検
討
状
況
な
ど
を
公
開
し
て

い
ま
す
。
内
容
は
随
時
更
新
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
定
期
的
な
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
最
新
の
情
報
に
つ
い
て

は
、
町
防
災
行
政
情
報
無
線
や
各

関
係
機
関
を
通
じ
て
の
周
知
も

行
っ
て
い
き
ま
す
。

感
染
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

　

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
次
の

予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

▽�

遠
方
や
人
混
み
へ
の
不
要
不
急

の
外
出
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

▽�

１
～
２
㍍
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
（
他
者
と
の
距
離
）

を
と
り
ま
し
ょ
う
。

▽�

「
三
つ
の
密
（
密
閉
空
間
、
密

集
し
た
場
所
、
密
接
し
た
会

話
）」
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

�

▽�

帰
宅
時
や
食
前
、
掃
除
後
な
ど

に
は
、
う
が
い
や
手
洗
い
、
手

指
消
毒
、
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
を

徹
底
し
、
ま
め
な
換
気
な
ど
も

行
い
ま
し
ょ
う
。

▽�
免
疫
力
を
高
め
る
た
め
に
、
十

分
な
睡
眠
や
適
度
な
運
動
、
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
な
ど
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は

　

風
邪
症
状
や
発
熱
、
味
覚
・
嗅

覚
に
違
和
感
が
出
た
ら
、
外
出

を
控
え
、
ま
ず
は
「
発
熱
・
帰

国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー

（
倉
吉
保
健
所
内
／
℡
２
３ｰ

３
１
３
５
・３
１
３
６
）」
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
医
療
機
関
を
受
診

し
た
い
と
思
っ
た
と
き
は
、
事
前

に
電
話
し
て
そ
の
指
示
に
従
う
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

新型コロナウイルス感染症は

他
ひ と ご と

人事ではありません

緊急事態宣言と
新型コロナウイルス感染症
Check!

　新型コロナウイルス感染症は、季節性インフルエ
ンザと比較し、肺炎の発生頻度が高く、感染経路が
特定できない症例が多数あります。医療体制がひっ
迫しており、国民の生命および健康に著しく重大な
被害を与える恐れがあるとき、全国的なまん延防止
のため、緊急事態宣言がなされます。
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　鼻水などが付着したマスクやティッ
シュなどのごみを捨てる場合は、正しい
「ごみの捨て方」を心掛けることで感染
症拡大防止につながります。
　ごみを捨てる際は、以下の３点に気を
付けましょう。これらを守ることは、ご
家族だけでなく廃棄物収集業者の人に
とっても感染症対策となります。
①�ごみに直接触れない。
②ごみ袋はしっかり縛って封をする。
③�ごみを捨てた後は手を洗う。
問い合わせ　役場町民課（℡ 35-5318）

●町立施設などの利用制限
施設名 対応方針 問い合わせ

ハワイアロハホール ５月６日（水・振休）まで閉館
（利用予約済みのものを除き、全部屋の利用を中止） ハワイアロハホール（℡ 35-5678）

町立図書館、羽合図書室、
しおさいプラザとまり

５月６日（水・振休）まで閉館
（利用予約済みの図書や資料のみ受付カウンターで貸し出し） 町立図書館（℡ 48-6012）

放課後児童クラブ 開設・開園。ただし、５月６日（水・振休）まで登所・登
園を自粛要請。
※今後の感染拡大状況により、開設・開園時間などを変更
する可能性があります。

役場子育て支援課（℡ 35-5324）
各こども園

文化会館、浜児童館
開館
※今後の感染拡大状況により、開館時間などを変更する可
能性があります。

文化会館（℡ 32-0963）
浜児童館（℡ 35-4217）

中央公民館および各分館

５月６日（水・振休）まで閉館

中央公民館（℡ 32-1116）
活性化センターはまなす
（加工所は除く） 役場産業振興課（℡ 35-5384）

舎人会館 役場東郷支所（℡ 32-1111）
羽衣会館 役場産業振興課（℡ 35-5384）

泊漁村センター 役場泊支所（℡ 34-3111）
松崎駅前多世代交流
センターゆるりん館 ５月６日（水・振休）まで閉館

（利用予約済みのものを除き、全館の利用を中止）

松崎駅前多世代交流センター
ゆるりん館（℡ 32-2439）

松崎駅前総合相談
センターどれみ

松崎駅前総合相談センター
どれみ（℡ 32-0801）

ゆアシス東郷龍
りゅうほうかく

鳳閣 ５月６日（水・振休）まで閉館
ゆアシス東郷龍鳳閣（℡ 32-2622）

ハワイゆ～たうん ハワイゆ～たうん（℡ 35-4919）

老人福祉センター東湖園 ５月６日（水・振休）まで会議室や休憩などの利用を中止、
浴場は入浴時間、人数に制限を設けて営業 老人福祉センター東湖園（℡ 32-0828）

国民宿舎水明荘 ５月12日（火）まで閉館
５月13日（水）以降の利用については、お問い合わせください。 国民宿舎水明荘（℡ 32-0411）

潮風の丘とまり
５月６日（水・振休）までマスク着用を徹底し、県内者の
み利用可
※スーパースライダーは休止

潮風の丘とまり（℡ 34-3217）

道の駅はわい
▽コンビニ＝通常営業▽レストラン＝５月６日（水・振休）
まで休業▽その他店舗＝５月６日（水・振休）まで営業時
間を 16 時までに短縮

道の駅はわい協議会（℡ 35-3933）

町立小中学校 ５月６日（水・振休）まで臨時休校 町教育委員会教育総務課（℡ 35-5364）

●家庭でのマスクなどの捨て方
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　区　　　分
住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 特 別 会 計
高齢者及び障がい者住宅整備資金貸付事業特別会計
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計
下 水 道 事 業 特 別 会 計
農 業 集 落 排 水 処 理 事 業 特 別 会 計
温 泉 事 業 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
長 瀬 財 産 区 特 別 会 計
橋 津 財 産 区 特 別 会 計
宇 野 財 産 区 特 別 会 計
舎 人 財 産 区 特 別 会 計
東 郷 財 産 区 特 別 会 計
花 見 財 産 区 特 別 会 計

　　 区 　 分 　
一 般 会 計
住宅新築資金等貸付事業特別会計
高齢者及び障がい者住宅整備資金貸付事業特別会計
下 水 道 事 業 特 別 会 計
農 業 集 落 排 水 処 理 事 業 特 別 会 計
水 道 事 業 会 計
国 民 宿 舎 事 業 特 別 会 計

　　 金 額 　
 11,965,079 

  -  
 - 

 3,564,078 
 735,261 
 506,297 

 35,400 

　予算額
 2,222 

 48 
1,743,577 
 1,176,160 

 182,025 
 16,477 

 1,891,152 
 186,639 

1,105  
 376

 2,237 
76 

 1,843 
 89

　収入済額
 2,144 

 - 
 1,696,897

 356,614 
 30,112 
 16,205 

 1,549,510 
 179,512 

855 
  234 

 2,110 
 52 

  1,843 
 59

　支出済額
 698 

 42 
1,630,941 

 913,585 
 165,574

 7,676 
 1,659,941 

 181,992 
730 

50 
  2,029 

 30 
  356 

 30

　【水道事業会計】
■収入

区　　分
損益勘定
資本勘定
■支出

区　　分
損益勘定
資本勘定

【国民宿舎事業特別会計】
■収入

区　　分
損益勘定
資本勘定
■支出

区　　分
損益勘定
資本勘定

　

予算額
247,314

30,621

予算額
238,319
102,731

予算額
308,294

36,000

予算額
289,986

70,580

　

収入済額
241,843

23,400

支出済額
220,447

93,285

収入済額
268,023

35,400

支出済額
257,801

69,904

　

区　分

町 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
た ば こ 税

計
（入 湯 税）

　

予算現額

  645,222 
 651,526 

 60,500 
 90,794 

1,448,042
(19,084)

　　

総額
 610,540 
 653,649 

 60,521 
 92,746 

1,417,456
(19,099)

　　

一世帯当たり
97

104
10
15

225
-

　　

一人当たり
36
39

4
6

85
-

　収　　入　　済　　額
単位：千円

単位：千円

その他の内訳（※）
科　　　目

議 会 費
商 工 費
消 防 費
災 害 復 旧 費
諸 支 出 金
予 備 費

予算額
86,754

255,966
284,398
237,384

－
26,283

支出済額
85,132

167,714
271,293
194,699

－
－

（予　算　額）
収　入　済　額

〔単位：千円〕

（予　算　額）
支  出　済　額

〔単位：千円〕

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

その他の内訳（※）
科　　　目

地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
地 方 消 費 税 交 付 金
自 動 車 取 得 税 交 付 金
地 方 特 例 交 付 金
交通安全対策特別交付金
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
町 債

予算額
68,396

1,866
6,668
5,784

261,080
11,530
13,850

1,550
10,853

243,300
450,838
263,001

1,109,140

収入済額
67,917

1,939
6,879
4,827

258,211
11,531
13,850

1,551
10,373

237,159
448,560
263,002
216,700

単位：千円

予算額
10,646,052

支出済額
7,833,466

総務費
（1,881,565）
1,359,901

民生費
（2,987,083）
2,330,683

農林水産業費
（663,106）
276,891

衛生費
（700,017）
660,976

土木費
（1,150,285）
411,480

教育費
（1,005,858）
707,607

公債費
（1,367,353）
1,367,090

その他（※）
（890,785）
718,838

予算額
10,646,052

収入済額
9,212,185

町税
（1,467,126）
1,462,664

地方交付税
（4,122,818）
4,141,366

分担金
および負担金

（93,839）
77,414

使用料
および手数料
（113,931）
98,045

国庫支出金
（1,249,383）
1,025,101

県支出金
（971,850）
713,580

諸収入
（179,249）
151,516

その他（※）
（2,447,856）
1,542,499

　

町
の
令
和
元
年
度
予
算
の
執
行

状
況
に
つ
い
て
、
一
般
会
計
を
中

心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
は
▽
防
災
行
政
情

報
無
線
の
親
局
や
子
局
の
更
新
▽

町
勢
要
覧
作
成
事
業
▽
町
制
施
行

15
周
年
記
念
式
典
の
開
催
▽
情
報

通
信
基
盤
整
備
事
業
▽
小
さ
な
拠

点
推
進
事
業
▽
生
涯
活
躍
の
ま
ち

推
進
事
業
▽
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

整
備
事
業
▽
保
育
所
整
備
事
業
補

助
金
▽
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
▽
食
と
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
▽
農
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
▽

大だ
い
じ
ょ
う
さ
い

嘗
祭
献
穀
米
事
業
▽
震
災
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
促
進
事
業
補
助
金
▽
中

央
公
民
館
泊
分
館
建
設
事
業
▽
各
学

校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
推
進
や
福
祉
対
策
な

ど
、
住
民
生
活
の
た
め
の
施
策
に
重

点
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
地
方
創
生
の
取
り
組

み
を
推
進
し
、
活
力
と
均
衡
の
あ

る
町
の
発
展
、
住
民
生
活
や
福
祉

の
向
上
、
教
育
環
境
の
整
備
な
ど

町
政
の
重
要
課
題
に
対
し
、
積
極

的
な
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

まちの財政状況
平成31年４月～令和２年３月

令和元年度

一般会計歳入

各
イ
ン
フ
ラ
設
備
の
整
備
・
更
新
、

福
祉
向
上
に
関
す
る
取
り
組
み
を
展
開
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　区　　　分
住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 特 別 会 計
高齢者及び障がい者住宅整備資金貸付事業特別会計
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計
下 水 道 事 業 特 別 会 計
農 業 集 落 排 水 処 理 事 業 特 別 会 計
温 泉 事 業 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
長 瀬 財 産 区 特 別 会 計
橋 津 財 産 区 特 別 会 計
宇 野 財 産 区 特 別 会 計
舎 人 財 産 区 特 別 会 計
東 郷 財 産 区 特 別 会 計
花 見 財 産 区 特 別 会 計

　　 区 　 分 　
一 般 会 計
住宅新築資金等貸付事業特別会計
高齢者及び障がい者住宅整備資金貸付事業特別会計
下 水 道 事 業 特 別 会 計
農 業 集 落 排 水 処 理 事 業 特 別 会 計
水 道 事 業 会 計
国 民 宿 舎 事 業 特 別 会 計

　　 金 額 　
 11,965,079 

  -  
 - 

 3,564,078 
 735,261 
 506,297 

 35,400 

　予算額
 2,222 

 48 
1,743,577 
 1,176,160 

 182,025 
 16,477 

 1,891,152 
 186,639 

1,105  
 376

 2,237 
76 

 1,843 
 89

　収入済額
 2,144 

 - 
 1,696,897

 356,614 
 30,112 
 16,205 

 1,549,510 
 179,512 

855 
  234 

 2,110 
 52 

  1,843 
 59

　支出済額
 698 

 42 
1,630,941 

 913,585 
 165,574

 7,676 
 1,659,941 

 181,992 
730 

50 
  2,029 

 30 
  356 

 30

　【水道事業会計】
■収入

区　　分
損益勘定
資本勘定
■支出

区　　分
損益勘定
資本勘定

【国民宿舎事業特別会計】
■収入

区　　分
損益勘定
資本勘定
■支出

区　　分
損益勘定
資本勘定

　

予算額
247,314

30,621

予算額
238,319
102,731

予算額
308,294

36,000

予算額
289,986

70,580

　

収入済額
241,843

23,400

支出済額
220,447

93,285

収入済額
268,023

35,400

支出済額
257,801

69,904

　

区　分

町 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
た ば こ 税

計
（入 湯 税）

　

予算現額

  645,222 
 651,526 

 60,500 
 90,794 

1,448,042
(19,084)

　　

総額
 610,540 
 653,649 

 60,521 
 92,746 

1,417,456
(19,099)

　　

一世帯当たり
97

104
10
15

225
-

　　

一人当たり
36
39

4
6

85
-

　収　　入　　済　　額
単位：千円

単位：千円

その他の内訳（※）
科　　　目

議 会 費
商 工 費
消 防 費
災 害 復 旧 費
諸 支 出 金
予 備 費

予算額
86,754

255,966
284,398
237,384

－
26,283

支出済額
85,132

167,714
271,293
194,699

－
－

（予　算　額）
収　入　済　額

〔単位：千円〕

（予　算　額）
支  出　済　額

〔単位：千円〕

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

その他の内訳（※）
科　　　目

地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
地 方 消 費 税 交 付 金
自 動 車 取 得 税 交 付 金
地 方 特 例 交 付 金
交通安全対策特別交付金
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
町 債

予算額
68,396

1,866
6,668
5,784

261,080
11,530
13,850

1,550
10,853

243,300
450,838
263,001

1,109,140

収入済額
67,917

1,939
6,879
4,827

258,211
11,531
13,850

1,551
10,373

237,159
448,560
263,002
216,700

単位：千円

予算額
10,646,052

支出済額
7,833,466

総務費
（1,881,565）
1,359,901

民生費
（2,987,083）
2,330,683

農林水産業費
（663,106）
276,891

衛生費
（700,017）
660,976

土木費
（1,150,285）
411,480

教育費
（1,005,858）
707,607

公債費
（1,367,353）
1,367,090

その他（※）
（890,785）
718,838

予算額
10,646,052

収入済額
9,212,185

町税
（1,467,126）
1,462,664

地方交付税
（4,122,818）
4,141,366

分担金
および負担金

（93,839）
77,414

使用料
および手数料
（113,931）
98,045

国庫支出金
（1,249,383）
1,025,101

県支出金
（971,850）
713,580

諸収入
（179,249）
151,516

その他（※）
（2,447,856）
1,542,499

一般会計歳出

住民負担の概要

特別会計
公営企業会計

地方債現在高状況令和２年３月末日現在
（世帯数＝ 6,304 世帯、人口＝ 16,748 人） 令和２年３月末日現在
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田
　
将
人

主
　
事
　
松
岡
　
七
海

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
国
際
化
の

推
進
、地
方
創
生
交
付
金
な
ど

に
関
す
る
こ
と

主
　
事
　
尾
川
　
大
輔
　

国
際
交
流
員

　
ダ
ニ
エ
ル
・
マ
ツ
ダ

係
　
長
　
井
上
　
卓
也

副
主
幹
　
竹
内
　
和
也

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

移
住
定
住
、天
女
の
ふ
る
里
事

業
、祭
り
イ
ベ
ン
ト
、国
際
交

流
、集
落
づ
く
り
交
付
金
な
ど

に
関
す
る
こ
と

副
主
幹
（
兼
）

佐
々
木
真
沙
子

副
主
幹
　
櫻
井
　
尚
子

主
　
事
　
森
　
　
達
彦
　

財
務
管
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支
援
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重
松
　
雅
文
　

副
主
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石
原
　
英
治
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町　長

副町長

人
事
給
与
係

総
　務
　係

防
災
対
策
係

財
務
管
財
係

総
　務
　課

課
　
長
　
杉
原
　
　
寛

参
　
事
　
石
本
　
義
之

参
　
事
　
出
西
　
　
剛

課
長
補
佐
　
松
嶋
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将
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事
　
瀧
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直
也
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事
　
千
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介
　

防
災
特
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対
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米
村
　
房
雄
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事
　
清
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麻
衣

課
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井
　
明
彦

課
長
補
佐
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川
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子

企
画
情
報
係
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米
増
　
祐
一

副
主
幹
　
金
田
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総
務
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付

　
主
　
事
　
西
尾
み
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ほ

　
主
　
事
　
大
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友
紀
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事
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亜
矢
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事
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本
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実
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養
士
　
岸
野
紗
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保
育
教
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代

　
保
育
教
諭
　
山
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友
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保
育
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八
田
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兼
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森
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副
主
幹
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事
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佐
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長
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長
　
川
崎
　
哲
也

係
　
長
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長
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）　
岩
本
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事
　
河
﨑
　
佑
輔

主
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大
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莉
奈

課
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尾
坂
　
英
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参
　
事
　
西
田
　
貴
頼
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吉
野
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男

課
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補
佐
　
村
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昭
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佐
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営
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介
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収
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務
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資
産
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、台
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号
カ
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ド
、印
鑑
証
明
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護
事
務
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ど
に
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す
る
こ
と

児
童
福
祉
、児
童
手
当
、子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
、放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
、保
育
所
な
ど
の
あ
り
方
検

討
に
関
す
る
こ
と

町
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　会

事
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　局

局
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山
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薦

副
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幹
　
足
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祐
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園
　
長
　
宮
脇
真
由
美

副
園
長
　
岩
田
　
由
美

主
幹
保
育
教
諭

　
米
澤
　
瑞
恵

保
育
教
諭
　
中
川
穂
菜
美

保
育
教
諭
　
山
下
　
直
美

あ
さ
ひ
こ
ど
も
園

３
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２
１
３
６

３
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８
０
０

園
　
長
　
野
田
　
祥
子

副
園
長
　
田
中
ゆ
か
り
　

主
幹
保
育
教
諭

　
三
島
　
晶
子

保
育
教
諭
　
安
藤
　
未
咲

保
育
教
諭
　
德
田
　
智
子

わ
か
ば
こ
ど
も
園

３
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２
１
２
６

園
　
長
　
田
中
真
由
美
　

副
園
長
　
中
原
し
の
ぶ
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幹
保
育
教
諭

　
中
村
健
太
朗

保
育
教
諭
　
遠
藤
あ
ゆ
み

保
育
教
諭
　
中
村
　
恵
梨

保
育
教
諭
　
杉
本
　
友
梨

保
育
教
諭
　
松
本
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美

保
育
教
諭
　
森
下
紗
弥
香

保
育
教
諭
　
若
木
　
由
季

保
育
教
諭
　
小
原
　
啓
樹

主
任
調
理
員
　
清
水
ま
す
え

と
う
ご
う
こ
ど
も
園

園
　
長
　
長
谷
川
初
美

副
園
長
　
中
川
　
智
枝

主
幹
保
育
教
諭

　
柿
山
　
良
子
　

保
育
教
諭
　
宮
﨑
　
真
希

保
育
教
諭
　
中
原
　
美
保

保
育
教
諭
　
寺
地
　
菜
桜

保
育
教
諭
　
川
田
　
美
穂

保
育
教
諭
　
森
　
　
美
咲

　 た
じ
り
こ
ど
も
園

園
　
長
　
大
西
　
映
子

副
園
長
　
福
山
　
郁
子

主
幹
保
育
教
諭

　
枡
本
　
利
江

保
育
教
諭
　
八
幡
　
ゆ
き

保
育
教
諭
　
大
原
　
佳
子

保
育
教
諭
　
井
坂
味
那
美

保
育
教
諭
　
竹
長
　
崚
介

保
育
教
諭
　
下
田
　
恵
美

保
育
教
諭
　
船
越
　
英
恵

保
育
教
諭
　
坂
口
　
詩
步

主
任
調
理
員
　
岡
本
　
敏
恵
　

は
わ
い
こ
ど
も
園

３
５―

４
１
１
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３
５―

２
０
７
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評
　価
　係

賦
課
徴
収
係

亀
井
　
雅
議

宮
脇
　
正
道

副
主
幹
　
宮
脇
　
和
宏

ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

３
５―

５
６
７
８

町
　民
　課

子
育
て
支
援
課

係
　
長
　
米
塚
美
智
代

副
主
幹
　
松
尾
　
愛
子

母
子
保
健
係

子
育
て
支
援
係

保
健
師
　
灘
尾
　
　
遥

母
子
保
健
、発
達
支
援
、乳
幼
児

健
診
、子
ど
も
の
予
防
接
種
、離

乳
食
、乳
幼
児
栄
養
指
導
、子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
関

す
る
こ
と

窓
口
業
務
班

窓
口
業
務
班

地
籍
整
備
班

出
納（
収
納
）、戸
籍
、印
鑑
証
明

税
証
明
な
ど
に
関
す
る
こ
と

出
納（
収
納
）、戸
籍
、印
鑑
証
明

税
証
明
、埋
火
葬
な
ど
に
関
す

る
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と

地
籍
調
査
な
ど
に
関
す
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こ
と

主
　
事
　
清
水
　
健
太

運
転
支
援
員
　
藤
田
　
和
也

議
会
全
般
に
関
す
る
こ
と

監
査
委
員

事
　務
　局

局
長（
併
）　
山
根
　
　
薦

副
主
幹
　
足
立
　
祐
子

３
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５
３
４
２

選
挙
管
理
委
員
会

会
計
管
理
者

事
　務
　局

局
長（
併
）　
石
本
　
義
之

書
記
（
併
）
　
清
水
　
健
太

書
記
（
併
）
　
千
熊
　
隆
介

３
５―

３
１
１
５

監
査
に
関
す
る
こ
と

選
挙
に
関
す
る
こ
と

出
納
、物
品
管
理
な
ど
に
関
す

る
こ
と

住
民
戸
籍
係

泊
支
所

住
宅
／
環
境
廃
棄
物
対
策
係

　
森
　
　
輝
信

主
　
事
　
中
井
　
貴
子
　

主
　
事
　
田
中
　
真
帆

主
　
事
　
有
沢
　
晃
介

主
　
事
　
岡
本
め
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み

主
　
事
　
音
田
　
直
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主
　
事
　
長
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潤
也

住
民
戸
籍
係

住
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籍
係

支
所
長
　
佐
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木
真
沙
子

住
民
戸
籍
係

東
郷
支
所

支
所
長
（
兼
）

西
田
　
貴
頼

参
　
事
　
吉
野
　
和
男

主
　
事
　
山
根
　
　
渉

主
　
事
　
中
村
　
翔
大

主
　
事
　
青
木
　
健
介

主
　
事
　
谷
本
　
愛
香

主
　
事
　
石
田
　
琢
朗

企
画
情
報
支
援
員

　
　
　
　
冨
山
　
弘
道

総
合
計
画
、公
共
交
通
、情
報
公

開
、広
報
、統
計
調
査
、ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
、ゆ
り
は
ま
ネ
ッ
ト

な
ど
に
関
す
る
こ
と

職
員
の
人
事
、給
与
、研
修
な
ど

に
関
す
る
こ
と

消
防
、防
災
、防
犯
、交
通
安
全

な
ど
に
関
す
る
こ
と

予
算
、財
政
、入
札
、契
約
な
ど

に
関
す
る
こ
と

庶
務
、秘
書
、庁
舎
管
理
、条
例

な
ど
に
関
す
る
こ
と

係
　
長
　
山
本
　
達
也

幼
児
教
育
係

幼
児
教
育
、保
育
料
、入
園
な
ど

に
関
す
る
こ
と

課
　
長
　
林
　
　
紀
明

課
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補
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直
子
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７
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健
康
推
進
課

主
　
事
　
田
中
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行

主
　
事
　
濱
﨑
　
健
太

保
健
師
　
藤
村
　
成
美

保
健
師
　
間
屋
口
知
里
　

主
　
事
　
久
葉
　
尚
子
　

主
　
事
　
金
涌
　
龍
一

係
　
長
　
徳
岡
　
泰
彦

係
　
長
　
植
田
美
奈
子

年
金
保
険
係

健
康
増
進
係

健
康
増
進
事
業
、各
種
健
診
、感

染
症
予
防
、各
種
予
防
接
種
、食

育
推
進
な
ど
に
関
す
る
こ
と

国
民
健
康
保
険
、特
別
医
療
、後

期
高
齢
者
医
療
、国
民
年
金
な

ど
に
関
す
る
こ
と

　派
遣

　
参
　
事
　
岸
田
　
哲
夫

　
（
湯
梨
浜
町
社
会
福
祉

　
　
協
議
会
）

　
係
　
長
　
河
村
　
加
奈

　
（
鳥
取
県
後
期
高
齢
者

　
　
医
療
広
域
連
合
）

　　
相
互
交
流
派
遣
　

　
主
　
事
　
濵
本
　
怜
子

　
（
鳥
取
県
）

主
　
事
　
塚
根
美
由
紀
　

主
　
事
　
平
井
　
香
織

子
育
て
支
援
員

　
角
　
　
陽
子

主
　
事
　
鳥
羽
　
　
瞳

主
　
事
　
山
本
結
衣
子

園
　
長
　
吉
川
　
瑞
穂

副
園
長
　
陶
山
　
静
香

主
幹
保
育
教
諭

　
杉
谷
恵
美
子

保
育
教
諭
　
河
本
　
洋
子

保
育
教
諭
　
髙
松
　
友
美

保
育
教
諭
　
遠
藤
　
　
澪

ま
つ
ざ
き
こ
ど
も
園

３
２―

０
５
１
０

室
　
長
　
遠
藤
　
秀
光

み
ら
い
創
造
室

３
５―

５
３
１
３

未
来
創
造
担
当

活
力
創
造
担
当

係
　
長
　
谷
岡
　
雅
也

総
合
戦
略
、生
涯
活
躍
の
ま
ち
、小

さ
な
拠
点
な
ど
に
関
す
る
こ
と

係
　
長
　
音
田
　
将
人

主
　
事
　
松
岡
　
七
海

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
国
際
化
の

推
進
、地
方
創
生
交
付
金
な
ど

に
関
す
る
こ
と

主
　
事
　
尾
川
　
大
輔
　

国
際
交
流
員

　
ダ
ニ
エ
ル
・
マ
ツ
ダ

係
　
長
　
井
上
　
卓
也

副
主
幹
　
竹
内
　
和
也

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

移
住
定
住
、天
女
の
ふ
る
里
事

業
、祭
り
イ
ベ
ン
ト
、国
際
交

流
、集
落
づ
く
り
交
付
金
な
ど

に
関
す
る
こ
と

副
主
幹
（
兼
）

佐
々
木
真
沙
子

副
主
幹
　
櫻
井
　
尚
子

主
　
事
　
森
　
　
達
彦
　

財
務
管
財
支
援
員

　
　
　
　
重
松
　
雅
文
　

副
主
幹
　
石
原
　
英
治

町防災官に米村氏
　４月１日付で、米村房雄氏が町
防災特別対策官に就任されました。
　米村氏は、鳥取中部ふるさと
広域連合消防局に勤務し、湯梨
浜消防署長などを歴任。その経
験を生かし、町では防災・減災
などに関する業務に携わります。
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係

産
業
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課
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種
子
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事
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田
　
晋
也
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技
師
　
小
田
　
大
地

技
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支
援
員
　
西
原
　
信
男

建
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　係
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長
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河
本
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一

課
長
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村
岡
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憲
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長
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木
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係
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係
　
長
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水
　  

豊
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達
志

建
設
水
道
課

都
市
計
画
係

前ページの続き←

課
　
長
　
西
原
　
秀
昭
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長
補
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　尾
崎
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彦
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導
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本
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子

主
幹
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指
導
主
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　岸
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大

係
長(

兼)

　
木
山
　
高
志

主
　
幹
　上
田

　和
子

係
　
長
　
足
立
　
哲
治

主
　
事
　
石
坂
　
侑
平

土
木
技
師
　
大
濱
　
健
悟

技
術
支
援
員
兼
建
設
・
設
計
専
門
員

　
　
　
　
小
林
　
長
志

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

　
　
　
　岡
本

　亮
磨

主

　事

　向
井

　美
里

館
　
長
　
米
増
さ
と
み
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　近年、５月でも真夏日を観測する日が増えています。
気温が高くなるにつれ、熱中症の発生が多くなります
ので、天気予報などを確認し、暑さに備えましょう。

幼児と高齢者は特にご注意を！
　熱中症は気温や湿度、日差しなどが原因で、体内
の水分や塩分バランスが崩れることで起こります。
　体温調節機能が未発達な幼児や、温度に対する感
覚が低下し、暑さや水分不足を自覚しにくい高齢者
は、特に注意が必要となります。
５月の熱中症に注意
　近年では、５月に 30 度を超える真夏日を観測す
ることも珍しくありません。県内でも５月中の熱中
症による搬送件数が 20 件となっており、決して少
なくありませんので、ご注意ください。

熱中症に注意！
▽�こまめに水分を補給しましょう。大量の汗をかく
ときは塩分も補給しましょう。
▽�屋内ではカーテンやすだれ、扇風機やエアコンを
上手に使い、室温の上昇を避けましょう。
▽�屋外では日陰を歩いたり日傘や帽子を使用したり
して、日差しを避けましょう。
▽�暑くなりはじめの時季や、日中急激に暑くなる日
は気をつけましょう。

▽�車の中は冷房をつけていても直射日光の影響が大き
く、外気よりも温度が高くなることがあります。短
時間でも乳幼児を車内に残さないようにしましょう。
▽�睡眠を十分にとり、体を休めましょう。

【問い合わせ】　役場健康推進課（℡ 35-5375)

熱中症予防のポイント

受
動
喫
煙
防
止
に
協
力
を

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、
毎

日
約
３
５
０
人
（
年
間
13
万
人
）

が
た
ば
こ
が
原
因
で
死
亡
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な

い
人
も
、
毎
日
約
40
人
（
年
間

１
万
５
千
人
）
が
受
動
喫
煙
で
死

亡
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
の
国
内
の
が
ん
死

亡
者
数
は
約
37
万
人
で
、
こ
の
う

ち
肺
が
ん
が
占
め
る
割
合
は
男
性

第
１
位
、
女
性
第
２
位
で
し
た
。

女
性
の
肺
が
ん
増
加
理
由
の
一
つ

に
、受
動
喫
煙
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
加
熱
式
た
ば
こ
に
ご
注
意
！

　
加
熱
式
た
ば
こ
は
、
紙
巻
き
た
ば

た
ば
こ
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

毎
年
５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
で
す

こ
と
同
様
に
、
た
ば
こ
の
葉
を
使
用

し
た
製
品
で
あ
り
、
ニ
コ
チ
ン
や
発

が
ん
性
物
質
な
ど
の
毒
物
が
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ニ
コ
チ
ン
依
存

症
が
続
く
の
は
も
ち
ろ
ん
、
本
人
や

周
囲
へ
の
害
が
少
な
い
と
い
っ
た

根
拠
も
な
い
た
め
、
使
用
す
る
際
に

は
、
受
動
喫
煙
防
止
の
た
め
の
エ
チ

ケ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。

　

健
康
増
進
法
の
改
正
に
伴
い
、

各
地
区
公
民
館
な
ど
も
建
物
内
禁

煙
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
受
動
喫
煙
防
止
に
つ
い
て

の
環
境
整
備
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

医
療
機
関
で
禁
煙
治
療
を
―

　

医
療
機
関
の
禁
煙
治
療
は
、
比

較
的「
楽
に
」「
よ
り
確
実
に
」「
お

金
を
か
け
ず
」
行
え
る
た
め
、
自

力
の
禁
煙
に
比
べ
て
高
い
成
功
率

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

禁
煙
治
療
が
で
き
る
医
療
機
関

は
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
医
療
機
関

ま
た
は
役
場
健
康
推
進
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
５
月
31
日
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
の
定
め

る「
世
界
禁
煙
デ
ー
」、５
月
31
日
か
ら
６
月
６
日
ま
で
は「
禁

煙
週
間
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
大
切
な
人
や
自
分
の
健
康
の

た
め
に
も
、
禁
煙
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【問い合わせ】
役場健康推進課（℡ 35-5375）
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未来のまちづくりに「健幸」の輪を！
ゆりはまヘルシーくらぶ健康コラム

ゆりはまヘルシーくらぶとは
　身体機能は 20歳をピークに加齢とともに低下して
いきます。健康寿命を延ばすためには、日頃から運動
を行い、機能を維持・向上させることが大切です。
　ゆりはまヘルシーくらぶでは、健康管理や運動を自
分のペースで取り組みます。携帯式の活動量計で消費
カロリーや歩数を計測しつつ、体組成計や血圧計で健
康状態を測定します。体脂肪率や筋肉量などの健康情
報はもちろん、記録を蓄積することで状態の変化を確
認できます。自分の健康状態と課題を「見える化」す

【申し込み・問い合わせ】
役場健康推進課（℡ 35-5375）

受
診
券
は
５
月
中
旬
に
郵
送

　

例
年
、
受
診
券
な
ど
は
保
健
推

進
委
員
を
通
じ
て
お
届
け
し
て
い

ま
し
た
が
、
国
内
外
で
感
染
拡
大

し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
を
考
慮
し
、
本
年
度
は
対

面
配
布
方
式
を
取
り
や
め
、
郵
送

で
お
届
け
し
ま
す
。
受
診
券
が
な

い
と
、
受
診
費
用
が
全
額
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
の
で
、
紛
失
し
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
受
診

券
の
有
効
期
間
は
、
６
月
１
日

（
月
）
か
ら
令
和
３
年
２
月
28
日

（
日
）
ま
で
で
す
。

各
種
健
診
希
望
調
査
表
の
提
出
を

　

受
診
券
と
一
緒
に
各
種
健
診
希

望
調
査
表
を
お
届
け
し
ま
す
。
世

帯
分
を
記
入
後
、
返
信
用
封
筒
に

入
れ
て
投と

う
か
ん函
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
方
法
は
２
通
り

　
「
町
内
集
団
健
診
」
ま
た
は
「
医

療
機
関
健
診
」
で
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。い
ず
れ
の
場
合
も
受
診
券
、

自
己
負
担
金
お
よ
び
健
康
保
険
証

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
町
内
集
団
健
診
】

　

日
程
な
ど
は
『
広
報
ゆ
り
は

ま
』
４
月
号
と
同
時
に
お
届
け
し

た
『
イ
ベ
ン
ト
・
健
康
づ
く
り
カ

レ
ン
ダ
ー
』
の
19
ペ
ー
ジ
に
記
載

し
て
い
ま
す
。
受
診
を
希
望
す
る

人
は
、
前
述
の
各
種
健
診
希
望
調

査
表
に
受
診
希
望
日
を
必
ず
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。
希
望
日
の
記
載

が
あ
っ
た
人
に
の
み
、
後
日
受
診

日
を
ご
案
内
し
ま
す
。

　

な
お
、
健
康
診
査
、
胃
が
ん
・

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
に
つ
い

て
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
各

種
健
診
希
望
調
査
表
ま
た
は
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
医
療
機
関
健
診
】

　

受
診
可
能
な
医
療
機
関
は
『
イ

ベ
ン
ト
・
健
康
づ
く
り
カ
レ
ン

ダ
ー
』
の
21
、
22
ペ
ー
ジ
に
記
載

し
て
い
ま
す
。
受
診
を
希
望
す
る

人
は
、
医
療
機
関
に
電
話
予
約
し

て
か
ら
受
け
ま
し
ょ
う
。
医
療
機

関
健
診
は
、
毎
年
秋
か
ら
年
末
に

か
け
て
大
変
混
み
ま
す
の
で
、
早

め
に
健
診
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

　
６
月
か
ら
特
定
健
診
、
長
寿
健
診
、
一
般
健
診
、
各
種
が
ん
検

診
が
始
ま
り
ま
す
。
自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
、
そ
し
て
大
切
な

人
の
た
め
に
も
、
年
に
１
回
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

各
種
健
診
・
が
ん
検
診

【問い合わせ】
役場健康推進課（℡ 35-5375）

ることで、健康意識・改善意識を養います。
事業参加費が 1,000 円に変わりました
　このほど年会費を改定し、1,000 円で参加できるよ
うになりました。特典はそのままのお得な事業です。
■�募集期間（ポイント収集期間）
　12 月 31 日（木）まで
■�対象者および申し込み方法　町内在住または町内
事業所などに勤務する 20 歳以上の人が対象です。
参加申込書に会員費用を添えて、役場健康推進課
へ提出してください。

　一人一人が楽しく笑顔で健康づくりを実践するまちにしたい―。そ
んな思いから誕生したのが「ゆりはまヘルシーくらぶ」です。町では
「健

けんこう

幸」のまちづくりに向けて、この取り組みを一層推進していきます。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
６
月
に
予
定
し
て

い
る
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
両
で
の
地
区
巡
回
検
診
は
中
止
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
各
健
診
日
程
も
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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【イメージ図】

【問い合わせ】
役場長寿福祉課（地域包括
支援センター）（℡ 35-5378）

　
町
で
は
「
家
族
が
認
知
症
で
目
が
離
せ
な
い
」「
１
人
で
出

掛
け
た
時
に
家
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
る
か
心
配
」
な
ど
の
不
安

を
解
消
し
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
な
ど
に
よ
る
行
方
不
明
を
防
止

高
齢
者
の
見
守
り
を
支
援
し
ま
す

認
知
症
高
齢
者
等

事
前
登
録
制
度

　

認
知
症
な
ど
に
よ
り
、
行
方
不

明
と
な
る
恐
れ
の
あ
る
人
の
情
報

や
写
真
を
事
前
に
登
録
す
る
制
度

で
す
。
登
録
さ
れ
た
情
報
な
ど
は

役
場
長
寿
福
祉
課
（
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
）、
総
務
課
お
よ
び

倉
吉
警
察
署
で
適
正
に
管
理
し
ま

す
。
万
が
一
、
行
方
不
明
に
な
っ

た
場
合
に
円
滑
な
捜
索
活
動
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■�

申
請
方
法　
登
録
さ
れ
る
ご
本

人
の
写
真
（
上
半
身
と
全
身
）

と
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
窓
口

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

認
知
症
高
齢
者
等

位
置
情
報
機
器
利
用
助
成
事
業

　

認
知
症
な
ど
に
よ
り
、
行
方
不

明
と
な
る
恐
れ
の
あ
る
人
を
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
親
族
が
、
位
置

情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る

場
合
に
か
か
る
初
期
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

■�

助
成
内
容　
契
約
金
や
端
末
代

金
な
ど
の
初
期
費
用

　
（
上
限
５
千
円
）

■�
申
請
方
法
　
利
用
す
る
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
に
申
し
込
み（
契
約
）

を
し
た
後
、
領
収
書
や
初
期
費

用
の
金
額
が
分
か
る
資
料
の
写

し
と
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
窓

口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
・
家
族

役
場
長
寿
福
祉
課

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

役場総務課

倉吉警察署

事前登録 連 携
情報共有

【イメージ図】

役
場
長
寿
福
祉
課

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

家族

高齢者
GPS端末

位
置
情
報

検
索②申し込み

③サービス
提供

①サービス
紹介

④申請

⑤助成金

高
齢
者
向
け
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

　運動や体操などの介護予防活動を行っている団体が継
続的に活動することができるよう、補助金を交付します。
■�対象者　おおむね 65 歳以上の高齢者５人以上で構成
され、その活動が以下の全てを満たす団体
　�▽月２回以上開催▽１回当たりの活動時間が 1時間以
上▽体操や運動を取り入れている
■対象経費　事業の実施にかかった経費
※食材費・飲食費は除きます。
■１回当たりの補助金額　参加人数により変動します。
　�▽ 15人以上＝3,000円▽ 10人以上15人未満＝2,000
円▽ 5人以上 10 人未満＝ 1,000 円

　町では、高齢者が住み慣れた地域でいきいきと暮らすことができるよう、
集会所などの身近な場所で行う介護予防活動を支援しています。

　地域サロンなどに町職員や介護予防・健康づ
くりリーダー 「ゆりりんメイト」が出向いて、
地域の通いの場づくりを支援します。
■実�施期間　３カ月（開始時期は要相談）
■活動頻度　週 1回、1時間程度
■�活動内容　ゆりりん体操、ミニ介護予防講座、
レクリエーション（歌、脳力トレーニング、
遊びリテーションなど）、体力測定

【申し込み・問い合わせ】役場長寿福祉課
（地域包括支援センター）（℡ 35-5378）

短期集中地区サロン（ゆりりんサロン）地域介護予防活動支援補助金

身近な介護予防活動を支援
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町
内
の
水
道
水
は

全
て
水
質
基
準
に
適
合

　

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
水
道
水
。
そ
の
水
質
基
準
は
、

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
水
源
系
統
ご
と
の
給

水
栓
（
水
道
水
の
蛇
口
）
で
51
項

目
の
水
質
検
査
を
実
施
。
令
和
元

年
度
に
実
施
し
た
検
査
で
は
、
町

内
全
て
の
場
所
で
水
質
基
準
に
適

合
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
引
き
続
き
、
水
質
検

査
を
行
い
ま
す
。
検
査
計
画
は
役

場
建
設
水
道
課
お
よ
び
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【問い合わせ】
役場建設水道課（℡ 35-5328）

令和元年度水質検査結果（一部抜粋）

※�一般細菌の場合、水１㎖に含まれる一般細菌の個数が
100 個以下であれば、水質基準に適合しています。

検査項目   単位※ 水質基準値
年間平均値

羽合地域 泊地域 東郷地域
一般細菌 個 /㎖ 100 以下 0 0.05 0
大腸菌 個 /100 ㎖ 検出されないこと 不検出 不検出 不検出

総トリハロメタン mg/ ℓ 0.1 以下 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満
残留塩素 mg/ ℓ 0.1 ～ 1.0 0.28 0.31 0.29
鉄 mg/ ℓ 0.3 以下 0.03 未満 0.03 未満 0.03 未満
硬度 mg/ ℓ 300 以下 44.5 136.6 29
pH 値 （－） 5.8 ～ 8.6 7.6 7.5 6.5
有機物質 mg/ ℓ 3.0 以下 0.3 未満 0.3 未満 0.3 未満

▼�総トリハロメタン…水に含まれる有機物と塩素が反応してできる消毒
副生成物。発がんの可能性が高く、毒性も強い物質です。
▼�硬度…水に含まれるカルシウム、マグネシウムなどの合計量。硬度が低
すぎると淡泊でコクのない味、高すぎると渋くしつこい味になります。
▼ �pH 値…０から 14 の数値で表されます。pH７が中性で、７より小さく
なると酸性、７より大きくなるとアルカリ性が強いことを表します。

安
心
で
お
い
し
い
水
を

お
届
け
す
る
た
め
に

令
和
元
年
度
水
道
水
の
水
質
検
査
結
果

用語解説

　町では、公共交通機関（鉄道・バス）を利用して通学す
る高校生などを対象に、通学定期券購入費用を助成します。

【問い合わせ】
町教育委員会教育総務課（℡ 35-5362）

高校生などへの通学費を支援します

■対象者　以下の全てに該当する人
①�町内に居住し、県内の高等学校などに通学
している人
②�公共交通機関の通学定期券を利用している
人で、購入額が月額７千円を超えている人
（特急料金は除く）
③�他制度などで通学費の全額補助を受けてい
ない人
■�申請方法　所定の交付申請書に必要書類を

公共交通機関を利用する人が対象

添付して、町教育委員会教育総務課
へ提出してください。申請書は町教
育委員会教育総務課および各支所に
設置しているほか、町ホームページか
らも取得できます。
■申請期限　６月 30 日（火）
■�その他　補助額算定には購入した全ての通学
定期券の写しが必要となりますので、コピー
を保管しておいてください。
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　町では、各家庭に設置の音声告知機を利用した緊急通報事業を
行っています。この事業は、対象者が自宅内での急病、事故など
により緊急に援助を必要とする場合、あらかじめ登録いただいた
家族や地域の協力員へ、音声告知機の通報機能を用いた緊急連絡
を届けることで速やかな援助につなげるシステムです。暮らしの
安全を確保し、不安を解消するためにぜひご活用ください。
■�利用対象者　▽家族全員が 65 歳以上の高齢者世帯の人▽障
害者手帳をお持ちの人▽健康に不安のある 65 歳以上の人で、
日中独居状態になる世帯の人

■�通報先（協力員）　町内外の親族、知人など１～５人程度
　▽町内者＝音声告知機、携帯電話メール▽町外者＝携帯電話メール
■申し込み・問い合わせ　役場長寿福祉課
　（地域包括支援センター）（℡ 35-5379）

緊急通報システムをご活用ください
高齢者や障がいがある人の SOS を携帯電話や音声告知機にお届け

緊急通報
システム

通報

一斉
通報救

急
な
ど
連
絡

状
況
確
認

音声告知機

家族・協力員

　
町
で
は
、
個
人
情
報
保
護
の
た
め
「
湯
梨
浜
町

個
人
情
報
保
護
条
例
」
を
改
正
し
ま
し
た
。
令
和

２
年
７
月
１
日
か
ら
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

【問い合わせ】
役場企画課（℡ 35-5304）

今
年
の
７
月
１
日
か
ら
罰
則
を
適
用

個
人
情
報
保
護
条
例
を
改
正
し
ま
し
た

　　

町
個
人
情
報
保
護
条
例
は
、
個

人
の
尊
厳
と
基
本
的
人
権
の
尊
重

の
た
め
に
は
、
個
人
情
報
の
保
護

が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
の

管
理
す
る
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
定
め
、
個
人
の
権
利
利

益
の
保
護
を
図
る
も
の
で
す
。

　

情
報
化
が
急
速
に
進
展
す
る
中

で
、
個
人
情
報
の
漏
え
い
は
個
人

の
権
利
利
益
を
著
し
く
侵
害
す
る

と
と
も
に
、
本
町
行
政
に
お
け
る

信
頼
を
損
な
う
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
町
で
は
、
さ
ら
な
る
個

人
情
報
保
護
徹
底
の
た
め
「
湯
梨

浜
町
個
人
情
報
保
護
条
例
」
を
改

正
し
ま
し
た
。
令
和
２
年
７
月
１

日
か
ら
は
、
町
が
保
有
す
る
個
人

情
報
に
つ
い
て
、
不
適
正
な
取
り

扱
い
を
し
た
職
員
や
委
託
業
務

従
事
者
な
ど
に
対
し
て
、
罰
則

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

▽�

個
人
の
秘
密
が
記
録
さ
れ
た

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ

モ
リ
ー
な
ど
の
記
録
媒
体
に

記
録
し
て
、
業
務
に
必
要
な

い
者
に
提
供
し
た
場
合
＝

２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

▽�

職
務
上
知
り
得
た
個
人
の
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
な
ど

の
記
載
さ
れ
た
名
簿
な
ど
を

売
却
し
た
場
合
＝
１
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下

の
罰
金

▽�

個
人
的
な
興
味
を
満
た
す
目

的
で
自
己
の
職
務
を
装
い
、

他
人
の
個
人
情
報
が
記
録
さ

れ
た
文
章
を
入
手
し
た
場
合

＝
１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

50
万
円
以
下
の
罰
金

▽�

他
人
の
証
明
書
な
ど
を
使
用

し
て
、
他
人
に
な
り
す
ま
し

個
人
情
報
の
開
示
を
受
け
た

場
合
＝
５
万
円
以
下
の
過
料

条
例
に
つ
い
て

具
体
例
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い
き
い
き
！
農
業
！

～
農
業
委
員
会
だ
よ
り
～

【問い合わせ】
町農業委員会事務局
 （℡ 35-5389）
役場産業振興課
 （℡ 35-5384）

農
作
業
中
の
事
故
に
注
意
！

　

乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
が
交
差
点

を
曲
が
り
き
れ
ず
に
農
地
や
水
路

に
転
落
し
て
運
転
者
が
投
げ
出
さ

れ
た
り
、
下
敷
き
に
な
っ
た
り
す

る
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
機
械
は
作
業
効
率
を
高
め

る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す

が
、
慣
れ
に
よ
る
油
断
や
思
い
込

み
で
の
運
転
は
、
事
故
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
定
期
的
に
点
検
し
、

余
裕
を
持
っ
た
作
業
を
心
掛
け
る

な
ど
、
安
全
意
識
を
持
っ
て
農
作

業
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

【
農
作
業
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
】

●�

作
業
機
や
ト
レ
ー
ラ
ー
に
人
を

乗
せ
て
運
ば
な
い

●�

農
業
用
機
械
の
点
検
や
整
備

は
、
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
さ
せ
た

状
態
で
行
う

●�

崩
落
し
や
す
い
路
肩
や
あ
ぜ
道

で
は
、
運
転
に
注
意
す
る

●�

狭
い
道
路
や
ほ
場
、
急
な
坂
道

な
ど
で
は
必
ず
安
全
確
認
を
行

い
、
無
理
な
運
転
は
避
け
る

●�

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
に
は
安
全
フ

レ
ー
ム
な
ど
を
装
着
す
る

●�

体
調
や
能
力
に
応
じ
た
農
作
業

を
行
い
、
適
度
に
休
憩
を
と
る

●�

１
人
で
作
業
を
す
る
時
は
、
家

族
に
ど
こ
で
ど
ん
な
作
業
を
す

る
の
か
伝
え
て
お
く

●�

剪せ
ん
て
い定
く
ず
を
焼
却
す
る
時
は
、

衣
服
に
火
が
燃
え
移
ら
な
い
よ

う
に
注
意
す
る

●�

靴
や
ス
テ
ッ
プ
に
つ
い
た
泥
は

取
り
除
く

ま
ち
の
環
境
美
化
と

交
通
安
全
に
ご
協
力
を

　

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
耕
車
両

が
田
畑
か
ら
出
た
際
、
道
路
な
ど

に
土
や
泥
の
塊
が
落
ち
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

道
路
に
落
ち
た
土
や
泥
は
、
歩

行
者
な
ど
の
通
行
の
妨
げ
と
な
り

大
変
危
険
で
す
。
ま
た
、
環
境
美

化
の
視
点
か
ら
も
、
多
く
の
住
民

の
目
に
入
る
道
路
に
散
乱
し
て
い

る
状
況
は
望
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

や
む
を
得
ず
泥
を
落
と
し
た
場

合
は
、
速
や
か
に
ス
コ
ッ
プ
で
取

り
除
く
な
ど
、
道
路
の
清
掃
を
し

ま
し
ょ
う
。

フレイルとは
　フレイルとは、加齢によって心身が衰えた状態
のことをいいます。しかし、適切に支援を受ける
ことで、健常な状態に回復することができる期間
ともされています。
一人でできる運動「片足立ち」　
　転倒防止のため、いすの背もたれにつかまりな
がら、片方の足をわずかに上げて立ちましょう（右
写真参照）。▽背筋を伸ばす▽足を上げすぎない▽
転びそうになったら足をつくこと―などがポイン
トです。左右の足で１分ずつ、１日３回を目安に
行いましょう。

　現在、新型コロナウイルス感染拡大による緊急事態宣
言が全国に発令されています。外出の自粛などで体を動
かす機会が減ったことによる運動機能の低下を予防す
るため、１人でも家庭でできる運動をご紹介します。

フレイルを予防して
健康寿命を延ばそう

　片足立ちは、持久力や歩行時
のふらつきの改善、お尻、足全
体の筋力向上、骨粗しょう症の
予防などに効果があります。
　なお、膝や腰に痛みなどがあ
り、治療中の人は主治医と相談
の上、行ってください。
　また、ＴＣＣで平日午前７時 54 分からの６分間、
１人でも家庭でできる運動として「ゆりりん体操」
を放映中です。家族みんなで取り組みましょう！
■問い合わせ　役場長寿福祉課（地域包括支援セン
ター）　（℡ 35-5378）
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公

中

央

公

民

館
（
℡
３
２-

１
１
１
６
）

中
央
公
民
館
羽
合
分
館
（
℡
３
５-

５
３
４
４
）

中
央
公
民
館
泊
分
館
（
℡
３
４-

３
０
１
１
）

信

館
民

通

あ
じ
さ
い
句
会

花
の
雲
無
人
の
駅
の
昼
下
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

絹
川
喜
久
子

十
字
路
に
出
会
い
の
語
り
う
ら
ら
け
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
志
ま
江

藤
す
み
れ
神
社
へ
続
く
道
し
る
べ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
﨑　

敏
子

春
眠
の
子
は
大
の
字
で
宙そ

ら

を
蹴
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
原　

順
美

は
わ
い
句
会

川
土
手
に
踏
み
場
所
も
な
く
菫す

み
れ
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
本
す
み
子

自
転
車
の
転
が
る
家
や
鯉こ

い
の
ぼ
り幟　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
本
久
美
子

防
風
林
傾か

し

ぐ
幹
に
も
緑
立
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

節
子

薫く
ん
ぷ
う風
に
吹
か
れ
散
歩
の
足
進
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
倉　

利
子

捨
て
難
く
羽
織
り
て
も
み
る
更こ

ろ
も
が
え衣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
田
美
津
花

は
わ
い
短
歌
会

舞
う
鳶

と
ん
び

地
面
す
れ
す
れ
残
飯
を
畑
の
キ
ャ
ベ
ツ
に
穴
開
け
て
去
る　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

愛
子

ふ
れ
あ
い
の
一
つ
一
つ
が
中
止
な
り
新
型
ウ
イ
ル
ス
広
げ
ぬ
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
原
眞
由
美

蕗ふ
き
の
と
う
探
せ
ど
見
え
ぬ
荒
れ
し
山
雪
の
降
ら
ぬ
が
山
を
も
変
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
村　

正
枝

若
田
氏
と
宇
宙
を
旅
せ
し
百
合
の
根こ

ん

花
回
廊
に
か
れ
ん
に
咲
き
ぬ　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
部　

秀
子

菜
の
花
に
草
の
芽
吹
き
の
色
柔
く
土
手
の
明
る
さ
心
和
ま
す　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
崎　

美
雪

木
の
枝
に
大
き
な
鳥
の
し
っ
ぽ
見
ゆ
名
は
知
ら
ね
ど
も
群
れ
を
な
す
鳥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

𠮷
岡
美
保
子

中
国
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
と
広
が
り
ぬ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
妙
薬
な
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
田　

典
子

　明るく豊かに生きがいのある生活を送
るため、仲間と共に学ぶ場です。ぜひご
参加ください。
開講期間　５月～令和３年３月
対象者　60 歳以上の町民
学�習内容　全体学習（歴史講座、健康講
座など）、趣味講座
申込期限　５月 15 日（金）
申し込み・問い合わせ　
　中央公民館および各分館
※詳細は折り込みチラシをご覧ください。

湯梨浜文化大学
受講生募集

日�時　５月 17 日（日）10 時～ 12 時
場所　桜コミュニティー施設前
　（天女桜周辺）
講�師　西原美鈴さん
　（町地域おこし協力隊）
持�ち物　植木鉢（内径 30cm程度）、軍手、
移植ごて
参加費　700 円
定員　先着 20 人
申込期限　５月８日（金）
申�し込み・問い合わせ　中央公民館

春のおしゃれな
コンテナガーデン教室

ロ
ビ
ー
展

【中央公民館泊分館】
●�山田行則　似顔絵展
　５月９日（土）～６月７日（日）

湯
梨
浜
文
芸

今
月
の
一
句
・
一
首

ロビー展作品募集！
　中央公民館および各分館のロビーを
利用して、作品展示を希望する団体・
個人を募集しています。作品のジャン
ルは問いません。利用料は無料です。
問い合わせ　中央公民館および各分館
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町   立   図   書   館（℡ 48-6012）
羽   合   図   書   室（℡ 47-5552）
しおさいプラザとまり（℡ 34-3226）

図書館
だより

東
郷
池
周
辺
お
散
歩
ガ
イ
ド
の
新
作
完
成

海
・
川
・
池
の
生
物
を
紹
介
す
る
「
水
辺
の
部
」

宝
製
菓
㈱
が
お
菓
子
を
寄
贈

外
で
遊
べ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
願
っ
て
―

５月の特集コーナー
【町立図書館】
ウ�オーキング・ハイキング特集　ウオーキングや
ハイキングに役立つ図書を集めました。
お�弁当特集　ピクニックや遠足などのお出掛け
にピッタリなお弁当のレシピ本を集めました。

【しおさいプラザとまり】
春の漬物特集　梅・ラッキョウなど漬物に関する本を集めました。
【�羽合図書室】
おすすめの小説特集　短編小説を中心に読みやすい本を集めました。

　５月に予定していました、
町立図書館、羽合図書室、
しおさいプラザとまりで開
催予定の「おはなし会」は、
新型コロナウイルス感染予
防のため、全て中止します。
　皆さまのご理解とご協力
をよろしくお願いします。

今月の一冊
　季節との関わりをテーマに、日本の野鳥についてさ
まざまな視点から知ることのできる本です。写真だけ
でも見応えがあり、より親しみを感じるようになりま
す。ぜひこの本を読んでバードウオッチングに出掛け
てみませんか。

おはなし会を中止します

　

琴
浦
町
に
本
社
を
置
く
宝
製
菓

㈱
が
３
月
25
日
、
町
へ
同
社
製
品

の
菓
子
約
１
５
０
０
箱
を
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

同
社
で
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
外
出
で
き

な
い
子
ど
も
た
ち
に
元
気
を
出
し

て
ほ
し
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
県

中
部
の
市
町
に
、
同
社
の
お
菓
子

を
寄
贈
。
頂
い
た
お
菓
子
は
、
こ

ど
も
園
の
全
園
児
と
小
学
校
の
全

生
徒
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
東
郷
池
周
辺
お
散
歩
ガ
イ
ド
自

然
編
水
辺
の
部
」
の
お
披
露
目
が
３

月
30
日
、
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
ガ
イ
ド
は
２
０
１
７
年
発
行

の
野
鳥
の
部
に
続
く
２
作
目
。
編
集

を
担
っ
た
中
前
雄
一
郎
さ
ん（
田
畑
）

は
「
研
究
を
深
め
、
最
新
の
学
名
や

分
類
を
掲
載
し
ま
し
た
。
町
の
自
然

に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

■�
設
置
場
所　
役
場
町
民
課
お
よ

び
各
支
所
、
町
内
各
施
設
な
ど

使用写真は全て中前さん（左）が撮影したもの

お菓子を手にする河越行夫社長（右）と宮脇正道町長

『日本野鳥歳時記』／大橋弘一

開館時間／ 10 時～ 18 時
休�館日／７日、８日、11 日、
　　   　18 日、25 日、29 日

　一度申し込みをすれば、
毎月自動的に雑誌の貸出が
受けられます。ご利用の人
は図書館窓口にお申し込み
ください。

雑誌の定期貸出予約をどうぞ

図書館サポーター募集
　図書館業務の体験により、図書館
を身近に感じ親しみを持っていただ
くため、図書館サポーターを募集し
ています。詳しくは町立図書館ホー
ムページか、図書館カウンターに設
置しているチラシをご覧ください。
■�仕事内容　本の配架や補修、資料
および書架の整理、おはなし会な
ど各種イベントのサポート
■申し込み・問い合わせ　町立図書館
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し
や
す
い
よ
う
出
入
口
近
く
に
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
車
い
す
を
使
用
し
て
い
な

い
人
が
車
い
す
マ
ー
ク
の
意
味
を
理
解

し
て
い
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
知
っ

て
い
た
と
し
て
も
「
少
し
の
時
間
だ
か

ら
」「
入
口
に
近
い
か
ら
」「
空
い
て
い

た
か
ら
」
と
い
っ
た
軽
い
気
持
ち
で
駐

車
し
て
し
ま
い
、
本
当
に
必
要
な
人
が

利
用
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　　

町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
で
は
、
車
い

す
使
用
者
等
用
駐
車
場
の
適
正
利
用
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
駐
車
マ
ナ
ー
は
、
一
人

一
人
が
人
権
尊
重
の
思
い
を
持
つ
こ
と
で

守
ら
れ
ま
す
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
県
で
は
、
歩
行
が
困
難
な
人
な

ど
が
ハ
ー
ト
フ
ル
駐
車
場
利
用
証
の
交

付
を
受
け
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ　
県
福
祉
保
健
部
さ
さ

え
あ
い
福
祉
局
（
℡
０
８
５
７ｰ

２
６

ｰ

７
１
５
８
）

町教育委員会生涯学習・人権推進課（℡35-5369）

～認め合い  つくっていこう  明るい未来～

人権教育シリーズvol.95

共に

生きる―

　

車
い
す
を
使
用
し
て
い
る
人
に
と
っ

て
、
自
動
車
は
と
て
も
大
切
な
移
動
手

段
で
す
。ま
た
障
が
い
者
用
駐
車
場
は
、

車
い
す
を
使
用
し
て
い
る
人
や
つ
え
を

使
用
し
て
い
る
人
な
ど
、
歩
行
が
困
難

な
人
の
た
め
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

　

こ
の
駐
車
場
は
、
車
い
す
を
利
用
す

る
人
が
車
を
乗
り
降
り
す
る
時
に
、
ド

ア
を
い
っ
ぱ
い
ま
で
開
け
ら
れ
る
よ
う

通
常
の
幅
よ
り
広
く
な
っ
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

な
ど
多
く
の
人
が
利
用
す
る
施
設
で

は
、
移
動
に
配
慮
が
必
要
な
人
が
利
用

　
思
い
や
り
駐
車
を
し
ま
し
ょ
う

湯
梨
浜
今
昔
物
語

　

日
本
に
は
か
つ
て
、
特
定
の
地
域
の

み
に
生
息
す
る
「
地じ
い
ぬ犬
」
と
呼
ば
れ
る

日
本
犬
が
各
地
に
存
在
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
、
こ
の
山
陰
地
方
に

古
く
か
ら
根
付
き
、
育
ま
れ
て
き
た
地

犬
が
「
山
陰
柴
犬
」
で
す
。

　

山
陰
柴
犬
は
、
小
型
犬
で
短
毛
・
立

ち
耳
・
巻
き
尾
の
特
徴
が
あ
り
、
飼
い

主
に
対
し
て
非
常
に
忠
実
で
と
て
も
賢

く
、
勇
敢
で
警
戒
心
が
強
い
特
性
を

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ル
ー
ツ
は
、
血

液
学
的
に
韓
国
の
珍ち

ん
と
う島
や
済さ

い
し
ゅ
う
と
う

州
島
の
犬

に
近
い
と
い
わ
れ
、
台
湾
な
ど
の
南
方

系
の
「
信
州
柴
犬
」
と
は
異
な
る
特
徴

を
持
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
山
陰
柴
犬
で
す
が
、
か
つ
て
幾

度
と
な
く
絶
滅
の
危
機
に
ひ
ん
し
て
き

ま
し
た
。
明
治
以
降
の
洋
犬
人
気
に
よ

り
、
洋
犬
と
日
本
犬
の
交
雑
が
盛
ん
に

行
わ
れ
た
た
め
、
日
本
犬
の
純
血
種
は

激
減
し
ま
し
た
。
ま
た
、
鉄
道
な
ど
の

交
通
網
の
整
備
は
日
本
犬
同
士
の
交
雑

を
進
め
た
た
め
、
地
犬
の
特
性
は
失
わ

れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
強
い
危
機
感
を
覚
え
、
ふ
る

さ
と
鳥
取
の
地

犬
の
調
査
・
保

存
に
着
手
し
た

の
が
、
宇
野
の

故
尾
﨑
益
三
氏

で
し
た
。
尾
﨑

氏
は
、
地
犬
の

繁
殖
と
固
定
の
た
め
、
良
質
な
地
犬
を

求
め
、広
く
山
陰
地
方
を
回
り
ま
す
が
、

先
の
大
戦
や
感
染
病
の
流
行
な
ど
に
よ

り
、保
存
活
動
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
尾
﨑
氏
を
中
心
と
す
る
愛
好

家
た
ち
の
地
道
な
活
動
に
よ
り
、
平
成

６
年
に
は
約
１
０
０
匹
ほ
ど
で
あ
っ
た

山
陰
柴
犬
は
、
現
在
約
４
５
０
匹
を
数

え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

山
陰
地
方
の
風
土
と
そ
こ
に
暮
ら
す

人
々
に
寄
り
添
っ
て
き
た
山
陰
柴
犬

を
、
鳥
取
県
固
有
の
文
化
と
し
て
大
切

に
守
っ
て
い
く
た
め
、平
成
16
年
に「
山

陰
柴
犬
育
成
会
」
が
結
成
さ
れ
、
地
道

な
保
存
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
文
化
財
保
護
委
員
会

　
　
　
　

菊
留
高
行
（
は
わ
い
温
泉
）

山
陰
柴
犬
　
～
犬
も
貴
重
な
地
域
の
文
化
～

　
駐
車
マ
ナ
ー
を
守
ろ
う
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進め！ ～地域おこし協力隊通信～
vol.50協力隊

ハワイ出身の国際交流員

ハワイの「メーデー」
　春になりましたね。外は暖かく、湯梨浜
町の風景と自然がとてもきれいです。さて、
今回のテーマは「メーデー（May Day）」です。
メーデーは本来、ヨーロッパで春の到来を
祝う日でしたが、ハワイの人々にとっては
違う意味を持っています。ハワイでは、「May 
Day Is Lei Day（メーデーはレイの日）」と
いうことわざがあります。つまり５月１日

（メーデー）は、ハワイのレイとハワイ文化
全体を祝う日です。
　レイは香りの良い花、つる草、種子など
さまざまなものからできていて、主にネッ
クレスとして身に付けます。レイは元々、
ハワイに初めて住みついたポリネシア人の
文化でしたが、その後長い時間をかけ、ハ
ワイ独特のレイ文化が生まれました。現代
のレイは卒業式、結婚式、誕生日などのイ
ベントの際にお祝いの気持ちを伝えるため
に贈るものです。私のお気に入りのレイは

「マイリ」というつる草でできていて、バニ

ラの爽やかな香りがします。
　ところで、今月のコラムの写真は小学５
年生の私です。私が通っていた学校では生
徒がメーデーの日にフラダンスやハワイの
歌、イプという伝統的な打楽器による演奏
を毎年行っています。お祭りのような雰囲
気で、演奏の最後には、そのお祝いとして
たくさんのレイをもらいます。
　また、ハワイ州全体ではメーデーがとて
も人気です。オアフ島のワイキキビーチで
は毎年にぎやかなイベントがあり、レイ作
りの大会やフラダンスなどで盛り上がって
います。メーデー以外にも、ハワイ諸島を
統一したカメハメハ王を記念する「カメハ
メハデー」やハワイ独自のスポーツである

「マカヒキ」などを通じて、ハワイの人々は
小さい頃から、地元の伝統的な文化に触れ
る機会がたくさんあります。
　みなさん、メーデーのイメージができた
でしょうか。レイの文化を祝うハワイのメー
デーは、とても陽気でユニークな日だと思
います！

vol.09

ダニエル・マツダの雑談コーナー

チャット・ダニエル
ANIELDHATC

with

　

こ
ん
に
ち
は
。

地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
鳥
山
で
す
。

早
い
も
の
で
地

域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
２
年

目
に
な
り
ま
し
た
。
残
り
の
１
年

は
、
退
任
後
の
こ
と
を
踏
ま
え
な

が
ら
一
日
一
日
を
大
事
に
任
務
を

遂
行
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
松
崎
駅
前
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
ど
れ
み
を
拠
点
に
空

き
家
を
掘
り
起
こ
す
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
半
年
以
上
前
か
ら
毎
月

第
３
水
曜
日
に
空
き
家
相
談
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
が
、
相
談
者
の

数
も
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
５
月
の
相
談
日
は
20
日（
水
）

10
時
～
12
時
で
す
の
で
、
皆
さ
ま

か
ら
の
情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
直
接
会
場
に
お
越
し
い

た
だ
け
な
い
場
合
な
ど
は
、
電
話

で
の
相
談
も
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
さ
ら
な
る
空
き
家
の
利
活

用
を
促
進
す
る
た
め
に
も
、
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ　
松
崎
駅
前
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
ど
れ
み

　
（
℡
３
２ｰ

０
８
０
１
）
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　町特産露地二十世紀梨の白い花が４月上旬に
開花を迎え、野方地内にある唐﨑大義さん（中
興寺）の梨園では、８日から本格的な交配作業
が始まりました。
　交配のコツは、梨の花が咲く時期を見極める
こと。唐﨑さんは「おいしい梨を作ることはも
ちろん、形や大きさもしっかりとした梨を作り
たい」と今年の意気込みを話されました。また、
作業にはたくさんの人手を必要とすることから、
春休み中の大学生など大勢の人が参加していま
した。
　現在、JA 鳥取中央東郷果実部で露地二十世紀
梨を栽培する農家は 255 戸。同部によると、今
年は 15 万ケースの売り上げを見込み、販売総額
は７億 500 万円を目標としています。

梨の交配作業、秋の実りへ期待
露地二十世紀梨の交配作業

　旧河村郡（現在の湯梨浜町、三朝町、倉吉
市の一部）の三大会式の一つである九品山会
式が４月６日、引地地内の九品山大伝寺で行
われました。
　九品山会式は、毎年旧暦の３月 14 日と 15
日に行われる、奈良県にある当

た い ま

麻寺からお迎え
した中将姫の魂を供養するお祭り。今年は新型
コロナウイルス感染拡大の影響もあり、例年２
日間行われるところ、初日のみの開催となりま
したが、多くの地元住民が参加しました。

　町認可保育園であるニチイキッズ湯梨浜なが
え保育園の入園式が４月６日に行われました。
　同施設は県中部では初となる０歳～２歳児
の受入認可保育園で、運営主体は鳥取市に拠
点を置く㈱ニチイ学館鳥取支店。当日は０歳
児１人、１歳児８人、２歳児２人の計 11 人で
の入園式となりました。
　同園の保育方針について、竹内瑞貴園長は
「地域と共に、子どもたちを大切に育てていけ
るアットホームな保育園を目指していきます」
と話されました。

YurihamaTopics
ゆりはまトピックス まちの話題

毎年恒例、中
ちゅうじょうひめ

将姫の練り供養
九
く ほ ん さ ん え し き

品山会式

町認可保育園、堂々開園へ
ニチイキッズ湯梨浜ながえ保育園入園式

新入園児とその保護者たち

唐﨑さんの梨園で交配作業のお手伝いをする男性

中将姫にまつわる伝承を再現した練り供養
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　満開の桜を見ながら東郷池上でカヌー体験
ができる「桜カヌー」が、３月 22 日から４月
12 日まで行われました。
　町観光協会などが主催する同イベントは、
今年で３回目。毎年参加者が増えており、４
月３日には外国人の２人が参加。約１時間カ
ヌーをこぎながら、日本の春の風物詩である
桜を満喫していました。

　町交通安全指導員委嘱式が４月３日、役場
で行われました。
　昨年度の町内の交通事故件数は、前年から
９件の減少となりました。式では、長和田駐
在所の足羽真典巡査部長から、飲酒運転につ
いて「１杯だけなら大丈夫と思わず、お酒を
飲んだときには必ず車に乗らないようにしま
しょう」と注意喚起がありました。
　最後に、指導員代表の櫻井好子さん（石脇）が
「活動中の楽しみは、子どもたちの元気なあいさ
つを聞くことです。私たちから声掛けを行い、子
どもたちの安全を確保できるよう職務を遂行し
ていきます」と決意表明されました。

　小鹿谷地内の旧富士市橋家住宅主屋が、昨
年７月に国の登録有形文化財に認定。登録証
およびプレートの伝達式が３月 31 日、役場で
行われました。
　築 90 年を超す同物件は、木造平屋建て、入
母屋造、赤色桟瓦

かわ ら ぶ

葺きなどが特徴の住宅。狭い
土間からは農作業中心ではない生活様式が読み
取れ、農家住宅の近代的発展を示す建築物です。
　所有・在住者で建築士の小畑公寛さん（小鹿
谷）は「維持管理を続けてきた祖父や全所有者
などに報いることができてホッとしています。
今後は、価値を残しつつ住みやすいよう改良を
進めながら活用していきます」と話されました。

　町内各小中学校の入学式が４月９日、それ
ぞれの体育館で行われました。
　このうち、泊小学校では 20 人の生徒が入学。
同校の６年生に手を引かれながら、笑顔で入
場していました。
　また各校の入学者数については、羽合小学
校 91 人、東郷小学校 52 人、湯梨浜中学校
151 人でした。身

近
な
話
題
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
役
場
企
画
課
（
℡
３
５ｰ
５
３
０
５
）

歴史的価値と特徴が認められる
旧富士市橋家住宅主屋が国登録有形文化財に認定

交通事故撲滅へ、頼れるリーダー
町交通安全指導員委嘱式

新入生と在校生の顔合わせ（泊小体育館）

建築士のキャリアを生かして、維持管理に努める小畑さん（左）

期間限定のスペシャルプラン！

新たな出会いに期待を膨らませ―

東郷池で桜を見ながらカヌー体験

町内の各小中学校入学式

桜を見ながらカヌーを楽しむ参加者たち

宣誓を行う櫻井好子指導員
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と
な
る
障
が
い
の
程
度
な
ど
に
つ
い

て
は
、
役
場
町
民
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
申
請
は
、
５
月
中
旬

に
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
到
着
後

に
、
役
場
町
民
課
お
よ
び
各
支
所
で

受
け
付
け
ま
す
。
長
期
入
院
な
ど
の

理
由
で
手
続
き
に
行
け
な
い
人
は
、

事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
５
月
25
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ　
役
場
町
民
課

　
（
℡
３
５ｰ

３
１
１
６
）

　　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
５
月
17
日
（
日
）
に

予
定
し
て
い
た
、
春
の
海
岸
・
東
郷

池
一
斉
清
掃
は
中
止
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
町
民
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
８
）

【
飼
い
主
の
い
る
猫
の
場
合
】

　
公
益
社
団
法
人
鳥
取
県
獣
医
師
会

で
は
、
飼
い
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術

に
対
し
助
成
を
行
い
ま
す
。

助
成
金
額

　
▽
メ
ス
猫
の
不
妊
手
術
…
４
千
円

　
▽
オ
ス
猫
の
去
勢
手
術
…
２
千
円

申�

し
込
み
方
法　

飼
い
猫
の
不
妊
・

去
勢
奨
励
事
業
を
実
施
し
て
い
る

お
近
く
の
動
物
病
院
で
、
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
ご
提

出
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
一
戸
に

つ
き
年
間
４
匹
ま
で
で
す
。

期�

間　
５
月
１
日
（
金
）
～
令
和
３

年
２
月
15
日
（
月
）

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

お
近
く

の
動
物
病
院
、
ま
た
は
公
益
社
団

法
人
鳥
取
県
獣
医
師
会
（
℡
０
８

５
７ｰ

５
３ｰ

４
３
０
０
）

【
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
場
合
】

　
町
で
は
、
町
内
に
生
息
す
る
飼
い
主

の
い
な
い
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
に
対

し
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

補�

助
金
額　

手
術
に
要
し
た
費
用

（
上
限
１
万
円
）

対�

象　
町
内
に
生
息
す
る
飼
い
主
の

い
な
い
猫
に
対
し
、
動
物
病
院
で

獣
医
師
に
よ
る
不
妊
・
去
勢
手
術

を
受
け
さ
せ
た
、
町
に
住
所
の
あ

る
個
人
お
よ
び
町
内
で
活
動
す
る

団
体
ま
た
は
自
治
会
な
ど

申�

し
込
み
方
法　

事
前
に
町
民
課
に

お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
町
民
課
に

設
置
し
て
い
る
申
請
書
に
必
要
書

類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
町

民
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
８
）

　　

家
族
の
誰
か
が
長
期
間
ひ
き
こ

も
っ
て
い
る
と
、
ご
家
族
も
悩
み
、

不
安
に
な
り
ま
す
。
個
別
相
談
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
お
集
ま
り
い
た

だ
い
た
ご
家
族
と
共
通
の
悩
み
や
不

安
を
分
か
ち
合
い
「
ひ
き
こ
も
り
」

に
つ
い
て
の
情
報
提
供
や
学
習
を
す

る
場
で
す
。

日
時　
毎
月
第
３
木
曜
日

　
13
時
30
分
～
15
時

場�

所　
県
中
部
総
合
事
務
所
２
号
館

２
階
保
健
指
導
室

問�

い
合
わ
せ　
県
中
部
総
合
事
務
所

福
祉
保
健
局
（
℡
２
３ｰ

３
１
４

７
、
℻
２
３ｰ

４
８
０
３
）

くらしの情報
information

　
軽
自
動
車
税
は
、
心
身
に
障
が
い

が
あ
る
人
が
軽
自
動
車
を
使
用
し
た

り
、
心
身
に
障
が
い
が
あ
る
人
の
た

め
に
軽
自
動
車
を
使
用
し
た
り
す

る
場
合
な
ど
に
減
免
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
必
要
書
類
や
対
象

スマホで読める

『広報ゆりはま』

右のＱＲコードを読み
取り、アプリ「マチイ
ロ」をダウンロード！

お
し
ら
せ
①

新型コロナウイルス感染症の流行拡大防
止に伴うイベントなどの中止について

　くらしの情報欄に掲載している各種
イベントなどについて、新型コロナウ
イルス感染症の流行拡大の影響を受け
て、今後中止・延期となる場合があり
ます。開催の可否についての情報は、
各問い合わせ先にご確認ください。

春
の
海
岸
・
東
郷
池
一
斉
清
掃
の
中
止

ひ
き
こ
も
り
家
族
の
つ
ど
い

猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術

追加指定区域

―湯梨浜町ふるさとを守る条例―

環境美化促進地域の追加
　町では、公共の場所でごみのポイ捨てなどを禁止する
とともに、特に美観の保持が必要と思われる地域を「環
境美化促進地域」としています。このほど、右図のとお
り新たに指定地域を追加しました。
取り締まりについて
　町では、環境美化指導員と環境美化促進員の定期的な
巡回によって、ごみのポイ捨てや犬のふんの放置などの
防止に努めています。該当地域でポイ捨てなどを行った
者に対し、回収を命令する場合があります。また、命令
に従わない場合には１万円の過料を科します。
■施行日　令和２年６月１日
■問い合わせ　役場町民課（℡ 35-5318）

環境美化促進地域が
新たに増えました

既指定地域

追加指定地域

役 場 泊 支 所

【環境美化促進地域】

軽
自
動
車
税
の
減
免

役
場
町
民
課
窓
口
延
長
日
時　
毎
週
水
曜
日　
17
時
15
分
～
19
時　
※
祝
日
を
除
く

内�

容　
証
明
書
発
行
、
町
税
・
水
道
料
な
ど
の
出
納
業
務　
※
そ
の
他
の
業
務
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
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申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

県
西
部

聴
覚
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
０
８
５
９ｰ

３
０ｰ

３
６
５
９
）

　　
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家

族
を
対
象
に
、
悩
み
事
の
相
談
や
仲

間
づ
く
り
、
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。

日
時　
５
月
27
日
（
水
）
10
時
～
12
時

場�

所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館
相
談
室

問�

い
合
わ
せ　
役
場
長
寿
福
祉
課

　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
８
）

※
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
℡

０
８
５
９ｰ
３
７ｰ

６
６
１
１
、
10
時

～
18
時
）
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
運
転
免
許
更
新
手
続
き
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
５
月
６
日
（
水
・
振
休
）
ま
で
休

止
し
て
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　
倉
吉
警
察
署
（
℡
２

６ｰ

７
１
１
０
）、
中
部
地
区
運
転
免

許
セ
ン
タ
ー
（
℡
３
５ｰ

６
１
１
０
）

　
大
人
へ
の
門
出
を
た
く
さ
ん
の
仲

間
と
一
緒
に
祝
い
ま
し
ょ
う
。
当
日

の
託
児
や
介
助
、
手
話
通
訳
な
ど
に

つ
い
て
も
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

日
時　
令
和
３
年
１
月
３
日
（
日
）

　

�

14
時
～
（
受
付
13
時
15
分
～
）

場
所　
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

対�

象　

平
成
12
年
４
月
２
日
～
平
成

13
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

で
、
町
内
在
住
ま
た
は
町
内
小
中

　　

４
０
０
㎖
の
献
血
を
行
い
ま
す
。

終
了
15
分
前
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
服
薬
中
の
人
は
、
お
薬
手
帳
な

ど
の
薬
剤
名
が
分
か
る
も
の
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

会
場
で
は
体
温
測
定
や
手
指
消
毒
を

実
施
し
ま
す
。
発
熱
が
確
認
さ
れ
た

人
は
献
血
を
お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

期
日　
５
月
29
日
（
金
）

場�

所
・
時
間　

▼
中
央
公
民
館
＝
13

時
30
分
～
14
時
30
分
▼
役
場
＝
15

時
15
分
～
17
時
15
分

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

　　
耳
が
聞
こ
え
な
い
・
聞
こ
え
に
く

い
人
な
ど
の
福
祉
に
理
解
と
熱
意
を

持
ち
、
講
習
終
了
後
に
地
域
で
要
約

筆
記
者
と
し
て
活
動
で
き
る
人
を
対

象
に
実
施
し
ま
す
。

内�

容　
①
手
書
き
コ
ー
ス
②
パ
ソ
コ

ン
コ
ー
ス

※
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
は
、
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
が
必
要
で
す
。

場�

所
・
日
時　

▼
県
立
福
祉
人
材
研

修
セ
ン
タ
ー
（
鳥
取
市
伏
野
）
＝

６
月
13
日（
土
）～
11
月
28
日（
土
）

10
時
～
15
時

　

�

▼
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
（
米

子
市
錦
町
）
＝
６
月
12
日
（
金
）

～
11
月
27
日
（
金
）
10
時
～
15
時

受
講
料　
３
千
円（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

申
込
期
限　
６
月
３
日
（
水
）
必
着

学
校
を
卒
業
し
た
人

【
実
行
委
員
募
集
】

　
対
象
者
の
中
か
ら
、
司
会
進
行
や

受
付
な
ど
を
行
う
委
員
を
募
集
し
ま

す
。
当
日
ま
で
に
２
回
程
度
打
ち
合

わ
せ
を
行
い
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ　
町
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
・
人
権
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
６
７
）

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
お
よ
び
寡

婦
を
対
象
に
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
無
料
の
託
児
サ
ー
ビ
ス
も

あ
り
ま
す
の
で
、
受
講
希
望
の
人
は

お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

日�

時　

６
月
８
日
（
月
）
～
８
月
24

日
（
月
）
18
時
30
分
～
20
時
30
分

※
祝
日
を
除
く
毎
週
月
・
木
曜
日

場
所　
㈲
ほ
う
き
（
倉
吉
市
山
根
）

受
講
料　
無
料
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
期
限　
５
月
21
日
（
木
）

申��
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

�
役
場
総
合
福
祉
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
４
）、（
一
社
）
鳥
取
県
母

子
寡
婦
福
祉
連
合
会
事
務
局
（
℡

０
８
５
７ｰ
５
９ｰ

６
３
４
４
）

　
日
本
赤
十
字
社
で

は
、
５
月
を
「
赤
十

字
運
動
月
間
」と
し
、

赤
十
字
の
理
念
や
活

動
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
災
害
時

の
救
護
活
動
を
は
じ
め
、
身
近
な
血
液

事
業
、
医
療
、
社
会
福
祉
事
業
、
赤
十

字
講
習
会
と
い
っ
た
活
動
の
基
盤
と
な

る
の
は
、
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
か
ら
の
活
動
資
金
で
す
。
困
っ
て

い
る
人
や
苦
し
ん
で
い
る
人
を
救
う
た

め
に
、
赤
十
字
活
動
へ
の
参
加
や
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
総
合
福
祉
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
３
）

　　
計
量
器
（
は
か
り
）
を
取
引
ま
た

は
証
明
上
の
計
量
に
使
用
し
て
い
る

事
業
者
、
農
林
漁
業
者
、
医
療
機

関
な
ど
は
、
２
年
に
１
回
県
が
行
う

定
期
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
検
査
を
受
け
ず
に
計
量
器
を
使

用
す
る
と
、
計
量
法
違
反
と
し
て
処

罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
新
た

に
検
査
の
対
象
と
な
っ
た
計
量
器
を

お
持
ち
の
場
合
や
、
廃
業
な
ど
に
よ

り
計
量
器
を
使
わ
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

検�

査
対
象　

商
品
の
売
買
・
調
剤
・

荷
物
の
計
量
・
健
康
診
断
・
出
荷

な
ど
に
使
用
す
る
計
量
器

場�

所
・
検
査
日
時　

▼
泊
体
育
館
＝

５
月
８
日
（
金
）
13
時
～
15
時
▼

ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル
＝
５
月
12

日
（
火
）
10
時
～
15
時
▼
役
場
東

郷
支
所
＝
５
月
15
日
（
金
）
10
時

～
15
時

必�

要
な
物　

計
量
器
、
検
査
手
数
料

（
現
金
）、県
か
ら
送
付
さ
れ
た
「
特

定
計
量
器
定
期
検
査
申
請
書
」

問�
い
合
わ
せ　
県
く
ら
し
の
安
心
推

進
課
（
℡
０
８
５
７ｰ

２
６ｰ

７
６

０
１
）、
役
場
産
業
振
興
課
（
℡

３
５ｰ
５
３
８
２
）

赤
十
字
運
動
月
間

　外貨建て生命保険は、保険料の支払いや保険金の受け取りを外貨で
行う保険で、為替相場の変動などによる元本割れリスクや手数料など
の負担があります。銀行や郵便局などの金融機関でも販売されており
「老後資金になる」「元本保証」などと勧誘され、それらのリスクにつ
いて理解しないまま契約をしてしまったケースが多く見られます。こ
のような勧誘を受けてもその場で契約せず、誰かに相談したり契約内
容をしっかり確認したりするなど、慎重に判断しましょう。
問い合わせ　役場産業振興課（℡ 35-5383）
　　　　　　中部消費生活センター（倉吉交流プラザ／℡ 22-3000）

外貨建て生命保険　契約は慎重に
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル

くらしの情報 information

　専門相談員が消費生活に関す
る相談に無料で対応します。お
気軽にご相談ください。
日�時　５月１日（金）、15日（金）
※両日とも８時 30 分～ 17 時
場所　役場相談室３（別館１階）
問�い合わせ　役場産業振興課
　（℡ 35-5383）

中部消費生活センター
巡 回 相 談 日

要
約
筆
記
養
成
講
習

６
月
１
日
は

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
で
す
。

納
期
限
内
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課
（
℡
３
５ｰ

３
１
１
６
）

献
血
に
ご
協
力
を

計
量
器
定
期
検
査

ひ
と
り
親
家
庭
向
け
パ
ソ
コ
ン
講
座

令
和
３
年
町
成
人
式

家

族

の

つ

ど

い

運
転
免
許
更
新
手
続
き
の
休
止
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精
神
の
病
気
を
患
っ
て
い
た
人

や
、
現
在
治
療
中
の
人
が
仲
間
づ
く

り
を
す
る
安
ら
ぎ
の
場
で
す
。
今
回

は
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
」
で
す
。

ご
家
族
の
精
神
の
病
気
に
つ
い
て
相

談
希
望
の
人
も
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
27
日
（
水
）
10
時
～
12
時

集
合
場�

所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
総

合
福
祉
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
４
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
た
め
、
次
の
各
教
室
に

つ
い
て
５
月
は
中
止
と
し
ま
す
。
今

後
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
感
染
拡
大

の
状
況
を
踏
ま
え
判
断
し
ま
す
。

対���

象
教
室　

　

�

▽
つ
み
た
て
貯ち
ょ
き
ん筋
運
動
教
室

　
▽
コ
コ
カ
ラ
運
動
教
室

　
▽
温
泉
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

　
町
で
は
、
在
宅
で
暮
ら
す
重
度
の

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
日
常

生
活
用
具
の
給
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。
４
月
１
日
か
ら
支
給
品
目
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
視
覚
障
が
い
者
用

音
声
通
信
機
能
付
き
携
帯
電
話
）
を

健

康

相

談

日

お
し
ら
せ
②
追
加
し
ま
し
た
。

対�

象
者　
視
覚
障
害
２
級
以
上
の
人

　
（
16
歳
以
上
）

問�

い
合
わ
せ　

役
場
総
合
福
祉
課　

（
℡
３
５ｰ

５
３
７
４
）

　

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ

Ｏ
Ｃ
）
と
東
京
２
０
２
０
組
織
委
員

会
は
３
月
24
日
、
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
延
期
を
発

表
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
聖
火

リ
レ
ー
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
対
応

を
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
５
月
23
日
（
土
）
に
予
定
し
て

い
た
町
内
の
聖
火
リ
レ
ー
は
行
い
ま

せ
ん
。
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
は
、

決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ　
町
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
・
人
権
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
６
８
）

　　
特
別
弔
慰
金
と
は
、
戦
争
で
亡
く

な
っ
た
人
の
遺
族
へ
弔
慰
の
意
を
表

す
た
め
に
支
給
す
る
も
の
で
す
。

受�

給
要
件　
令
和
２
年
４
月
１
日
時

点
に
お
い
て
「
恩
給
法
に
よ
る
公

務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
」
を
受
け
る
人
が
い
な
い
こ
と

受�

付
期
間　
５
月
１
日
（
金
）
～
令

和
５
年
３
月
31
日
（
金
）

手�

続
き
窓
口

　
役
場
町
民
課
お
よ
び
各
支
所

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
町

民
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
０
）

　　　
経
済
的
に
お
困
り
で
就
労
支
援
が

必
要
な
人
、
転
職
や
副
業
、
増
収
な

ど
を
希
望
す
る
人
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
当
日
の
受
け
付
け
も
可
能

で
す
が
、
な
る
べ
く
事
前
に
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

日�

時　
５
月
７
日
（
木
）

　
13
時
30
分
～
16
時

※
当
日
受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

場
所　
役
場
相
談
室
２
（
別
館
１
階
）

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
総

合
福
祉
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
９
０
）

　
保
健
師
な
ど
の
専
門
職
が
無
料
で

健
康
相
談
に
応
じ
ま
す
。
時
間
内
に

役
場
健
康
推
進
課
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
電
話
予
約
い
た
だ
く
と
、ス
ム
ー

ズ
な
相
談
が
可
能
で
す
。

日
時　
５
月
28
日
（
木
）

　
13
時
30
分
～
16
時

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ
５
３
７
５
）

　

公
正
証
書
作
成
に
か
か
る
遺
言
、

任
意
後
見
、
離
婚
（
養
育
費
）、
尊

厳
死
な
ど
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
事
前

に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
17
日
（
日
）
９
時
～
14
時

場
所　
倉
吉
公
証
役
場

　
（
倉
吉
市
駄
経
寺
町
）

そ
う
だ
ん

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
倉
吉
出
張
相
談

遺
言
・
公
証
休
日
相
談

運
動
教
室
の
中
止
に
つ
い
て

　ゴールデンウイーク中の運転免許更新手続きは、３
日（日）を除く５月２日（土）から５月 6日（水）ま
での間行っておりません。
　そのため、
問い合わせ　倉吉警察署（℡ 26-7110）

ゴールデンウイーク中の運転免許更新手続きについて

■�封筒の大きさ　縦 12.0 ㎝×横 23.6 ㎝
■�広告の大きさ　１枠当たり縦５㎝×横７㎝（白黒印刷）
■�募集枠数　４枠
※原則１広告につき１枠ですが、申込数が募集枠数
に満たない場合は、複数枠に掲載できます。
■�作成予定枚数　5,000 枚

■�広告掲載料　１枠当たり３万円
■�申込期間　募集中～５月 11 日（月）
■�申し込み方法　申込書に必要事項を記入し、広告の版
下原稿を添えて役場子育て支援課に持参または郵送し
てください。申込書は、町ホームページで取得できます。

■�その他　申込期間の終了後、掲載の可否を決定し
通知します。申し込み多数の場合は抽選を行いま
す。広告掲載料の納付期限は、６月上旬を予定し
ています。

■�申し込み・問い合わせ　役場子育て支援課（℡ 35-5324）

　令和２年度の児童手当関係書類の送付用封筒の裏
面に掲載する広告を募集します。

封筒裏面への掲載広告募集

聖
火
リ
レ
ー
の
対
応

特
別
弔
慰
金
の
請
求
に
つ
い
て

精
神
地
域
デ
イ
ケ
ア　
Ｓす

み

れ

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
の
会

視
覚
障
が
い
者
用
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
給
付
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くらしの情報くらしの情報 information

件　数　　    　　件  　（３）
死　者　　    　　人  　（０）
重傷者　　    　　人  　（１）
軽傷者　　    　　人  　（２）

人　口    　　　　人　（－46）
おとこ    　　　　人　（－34）
おんな    　　　　人　（－12）
世帯数    　　　　戸　（＋　5）

16,748
8,018
8,730
6,304

１
０
０
１

人の動き ３月31日現在（前月比）

交通事故 ３月中まとめ（年間累計）

ごみの量 ３月（前年同月比）
家庭ごみ    　　　㌧（＋17.4）246.9

【３月のごみ分別優秀集落】
小浜、石脇、筒地、泊１、泊２、泊３、泊４、泊５、
泊６、港区、園、浜山、原、宇谷、松崎三、松崎四、
旭、藤津、福永、田畑二、高辻、小鹿谷、引地、麻畑、
佐美、光吉、新川、長瀬東部、赤池、上橋津

　スプレー缶・カセットボンベは中身
を使い切り、穴を開けてから「スチー
ル缶・スプレー缶の日」に出しましょう。

■搬出方法・収集日を守りましょう調査日
１２日
１６日
２５日
３０日

 

（前年３月：80 ～ 90cm）

透明度
１００cm

８０cm
８０cm
７０cm

東郷池透明度調査〔3月〕

休

日

診

療

日

特
設
人
権
・
行
政
相
談
所

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談
所

【
休
日
診
療
】

　
８
時
～
翌
朝
８
時
（
日
・
祝
）

病
院
名
と
担
当
（
内
科
・
外
科
）

　
３
日　
信
生
（
内
）・
清
水
（
外
）

　
４
日　
藤
井
（
内
）・
北
岡
（
外
）

　
５
日　
厚
生
（
内
）・
野
島
（
外
）

　
６
日　
垣
田
（
内
）・
温
泉
（
外
）

　
10
日　
野
島
（
内
）・
清
水
（
外
）

　
17
日　
信
生
（
内
）・
厚
生
（
外
）

　
24
日　
垣
田
（
内
）・
野
島
（
外
）

　
31
日　
厚
生
（
内
）・
清
水
（
外
）

【
休
日
急
患
診
療
】

内
科・小
児
科
（
中
部
休
日
急
患
診
療
所
）

　
９
時
～
21
時
（
日
・
祝
）

歯�

科
（
中
部
歯
科
医
師
会
口
腔
衛
生
セ

ン
タ
ー
）
９
時
～
15
時
（
日
・
祝
）

小
児
科
（
県
立
厚
生
病
院
）（
日
・
祝
）

　

�

▽
10
時
～
13
時
15
分
＝
県
中
部
地
域

の
開
業
小
児
科
医
が
当
番
制
で
診
療

▽
13
時
15
分
～
22
時
＝
県
立
厚
生
病

院
小
児
科
医
が
診
療

申�
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

倉
吉
公

証
役
場
（
℡
２
２ｰ

０
４
３
７
）

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
事
前
に

電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
26
日
（
火
）
16
時
～
18
時

場�

所　

倉
吉
未
来
中
心
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
４
（
倉
吉
市
駄
経
寺
町
）

相�

談
内
容　
相
続
、
遺
言
、
不
動
産・

商
業
登
記
、
成
年
後
見
の
申
し
立

て
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
財
産

管
理
、
家
賃
・
賃
金
・
売
掛
金
な

ど
１
４
０
万
円
以
下
の
民
事
紛

争
、
借
金
多
重
債
務
、
そ
の
他
身

の
回
り
の
法
律
問
題
な
ど

問
い
合
わ
せ　
県
司
法
書
士
会

　
（
℡
０
８
５
７ｰ

２
４ｰ

７
０
２
４
）

【
心
配
ご
と
、
行
政
、
人
権
】

日�

時　
５
月
12
日
（
火
）
13
時
～
15
時

場
所　
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

【
法
律
】
※
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　
５
月
13
日
（
水
）
13
時
～
15
時

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

場
所　
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
羽
合
支
部

　
（
℡
３
５ｰ

２
３
５
１
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
相
談
所
開
設
に
替
え
、

電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

【
人�

権
】　

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

（
℡
０
５
７
０ｰ

０
０
３ｰ

１
１
０
）

【
行�
政
】　
町
民
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
委
員
よ
り
お
電
話
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
町
民
課

　
（
℡
３
５ｰ
５
３
１
９
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【�

ぽ
か
ぽ
か
広
場（
は
わ
い
こ
ど
も
園
）】

　
５
月
１
日
（
金
）
か
ら
５
月
29
日

（
金
）
ま
で
閉
所
し
ま
す
。
子
育
て

相
談
に
つ
い
て
は
、
祝
日
を
除
く
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
９
時
か
ら

16
時
の
間
、
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

問��

い
合
わ
せ　
役
場
子
育
て
支
援
課

　

�（
℡
３
５ｰ

５
３
２
４
）、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
８
０ｰ

２

９
２
３ｰ

０
６
８
７
）
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 編
集
・
発
行
／
湯
梨
浜
町
役
場
企
画
課

 　
〒
682-0723 鳥

取
県
東
伯
郡
湯
梨
浜
町
久
留
19
番
地
1

 　
℡
0858 -35 -5305　

電
子
メ
ー
ル
ykikaku@

yuriham
a.jp

vol.188

ゆ
元気いっぱい！！

キッズ
りはま

R1.5.7 生まれ（光吉）
（奨さん・枝里子さん）

徳本  颯
はやと

ちゃん
祝１歳　 笑顔がかわいい颯。元気
にたくましく大きくなってね

飛行機が大好きなはるちゃん　 いっ
ぱい遊んで笑って大きくなってね

生田  春
はる き
輝ちゃん

HAPPY
BIRTHDAY!!

月生まれ

R1.5.6 生まれ（長瀬中部）
（将太さん・留美子さん）

新宮  綾
あや の
乃ちゃん

あやちゃん１歳おめでとう　家族みんなの癒やし
だよ。これからも元気にすくすく大きくなあれ

４・５
R1.5.4 生まれ（水下）

（貴広さん・理紗さん）

阪口  陽
ようすけ
介ちゃん

１歳おめでとう　  元気いっぱいな陽介、
これからも笑顔をたくさん見せてね

　住所・氏名・生年月日・保
護者氏名・電話番号・35 字程
度のコメントを添えて、役場
企画課にお申し込みくださ
い。掲載後には、Ａ４版の拡
大写真をプレゼントします。
※申し込み後５日以内に担当者
からの受領報告がない場合は、
役場企画課へご確認ください。
※Ａ４版の拡大写真は、画像が
粗くなる場合があります。

満４歳までのお子さんの
写真を募集

【６月生まれの締め切り】
　５月８日金（先着順）

■材料（４人分）
チンゲン菜…200g、干しシイ
タケ…４枚、ショウガスライス
…一片、サケ…４切れ、長ネ
ギ…５cm、豆乳…100cc、水…
100cc、鶏ガラスープのもと…小
さじ１、水溶き片栗粉…（片栗粉小さじ１、水小さじ１）、
油…大さじ１、塩コショウ…少々、酒…大さじ１強
■作り方
①�チンゲン菜は葉を４～５cm、軸を縦６～８等分する。
長ネギ、ショウガはみじん切りする。
②�干しシイタケは水で戻して石突きを取り、千切りにする。
③�サケは３～４等分にし、塩コショウをする。
④�大さじ 1/2の油でチンゲン菜を炒めて取り出し、残りの
油で長ネギとショウガを炒め、サケを焼く。
⑤�④に調味料と水、干しシイタケを入れる。煮えたら豆乳
とチンゲン菜を加え、水溶き片栗粉でとろみをつける。
■ワンポイントメモ
　チンゲン菜にはβカロテンやビタミン Eが多く含まれ
ており、がん予防や美肌効果が期待できます。また、ゆ
でる際は塩と油を加えることで、ビタミンの吸収が良く
なり、風味もアップします。
問い合わせ　役場健康推進課（℡ 35-5375）

チンゲン菜とサケの中華風クリーム煮
食生活改善推進員の野菜たっぷりレシピ♪

野菜を毎日 350g 食べよう！

！
★

H29.5.17 生まれ（長瀬中部）
（昭彦さん・悠子さん）

永島  汐
せ り
莉ちゃん

３歳おめでとう　 今年も笑顔いっぱい
でお友達とたくさん遊んでね　大好き

H28.4.6 生まれ（田畑二）
（英二さん・恭子さん）

長田  荷
か こ
香ちゃん

４歳のお誕生日おめでとう　今
年もピアノの発表会頑張ってね！

■�事業内容　在宅福祉サービスや、生活困窮者へ
の支援事業など、地域福祉の推進を目的とした
活動を行っています。
■��取り組みについて　平成 22 年の認定以前から、
職員の育児・介護休暇の取得を奨励しています。
また、女性の多い職場であることから、仕事と
家庭の両立を図ったワーク・ライフ・バランス
の実現を目指しています。
　�　直近の事例では、今回の新型コロナウイルス
感染拡大による小中学校の臨時休校を受け、希
望職員へ３日間の有給休暇を付与しました。

県男女共同参画推進企業に認定されている
町内の企業を紹介

湯梨浜町社会福祉協議会
　男女共同参画社会の実
現に向け、働きやすい職
場づくりを進めている町
内企業を紹介します。

平成 22年認定

！

★

写真をここに
はめこんでね

！ ！
★

！

H30.5.23 生まれ（久留東）
（大輔さん・真由美さん）

　オオキンケイギクは、毎年５月から７月ご
ろにかけて、道端や河原などでよく見かける
鮮やかな黄色の花です。非常に強い生命力を
持ち、日本固有の野草の生息地を奪うため、
生態系に重大な影響を及ぼす恐れがある植物
として「特定外来生物」に指定されており、
栽培や販売などが法律で禁止されています。

　ご自宅の庭や畑に生えている場合は、根から引き抜き、
種子が飛ばないようビニール袋に入れた上で、可燃ごみと
して処分をお願いします。
問�い合わせ　県中部総合事務所生活環境局（℡ 23-3276）、
役場企画課（℡ 35-5305）

オオキンケイギクの駆除にご協力を！

【インタビュー】会長・山田一男さん

★
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